


混沌の元へ




北の果てには神話に語られる混沌が

東の果てには四精霊の住まう地が

南の果てには虚無の卵が

あたしを待っていた

そして、西の果てには死があたしを待っている





ディアナ＝トレイシー手記『テイルズワンダー』






　彼女はそれを拾い上げた。不意に目の前に現れた何か。それは太陽の光を反射し、彼女にその存在を訴えかけた。一体何時からそこにあったのだろう。あるいは地面から浮かび上がってきたのか、空から落ちてきたのか、どこからともなく現れたのか。彼女は、ディアナはそれを拾い上げた。空のような透明さと裏腹に、何か、どす黒い何かが彼女を貫く。そうだ、これはあたしだ。かつてのあたし。それはこれから明らかにされる。そうだ、ならばあたしはそれをなさなければいけない。もうずっと誰も使っていない、海岸線沿いの家の裏庭でディアナは思った。




　ガラスの魔王フレア＝コーデリア。これは間違いなく彼女を生み出し、そして彼女と共にいずこかへ消えた指輪。ディアナはそれを身に着けた。不思議と、感情は変化しなかった。海はさざ波一つ立てない。ただ、沸いてくるものはイメージ。仲間がいる。彼らは求め合っている。でもそれはどこに？　指輪が語るのはそこまでであり、ディアナには勿論それ以上は分からなかった。確かなことは、ここでもう誰もいない家を見つめ、海を見つめ、空を見つめ、太陽に照らされるだけじゃ何も変わらない、それだけだった。彼女は自身の真上にいる太陽を一瞥すると港へ向かった。




　船が来るまではまだ時間がある。日時計の花壇を見て時間を確認したディアナはその先の岬に向かう。岬の手前に岩を削って作られた階段があり、そこを下ると海底洞窟に出る。もう一度太陽を見る。もう既に真上にはないとは言え、明らかにそれはまだ昼過ぎであることを示していた。船が来るのは夕方。彼女は階段に足をかけた。右手の崖に刻まれているのはこの島の歴史であり、特にカノンから始まりスノウとマリンまで続く、クラウディア家の歴史であった。太陽の光を受けて青い色を反射するガラスで刻まれたスラス火山噴火、スラス火山の結晶が一面に埋め込まれたモザイク──これはガラスの魔王による世界壊滅を意味している──そしてカノン＝クラウディア誕生と地底世界の発見、スノウの残した手記……。ディアナはふとそれを発見できなかったことに気づいた。スノウが記した、ツートラト大陸以外でも月が夜を照らすようになった理由。蒼い宝珠の存在。それは必然的に他の二つの宝珠の実在も意味する。

「でも、あたしが見つけられたのはこの指輪だけ」

　ディアナは右手を壁に付け、左手の中指に着けられたガラスの指輪を見つめた。

「宝珠は選ばれたものしか見いだせない？　そうだとしても、それなら尚のことあたしは……」

　炎。水。風。かつて火を起こしたことがある。それは大地を燃やし、天に熱を与えた。月並みに海は恵みであり生命の象徴だと言う人に、それに見合うだけの水をくれてやったこともある。風をエコーは空に集まる夢と表現した。だがそうだとしたら誰が今が現実で、床に入ったときに見るものが夢であると断言できる？　ここに吹き荒れている風は誰の夢？　それは少なくともあたしの夢ではない。風。そう、これは潮風。ディアナはいつの間にか眼下から吹きすさぶものから両手で身を守っていた。左手には木製の柵が設置されており、転落の心配はない。下に広がる、わずかな広さの海岸には何人かの人の姿見える。そして、少ない緑に囲まれて、誰かの銅像が設置されている。ディアナはもう一度上を見上げ、太陽が自分の後ろ側に移動しつつあることを確認すると駆け足で急な階段を下った。




　下の広場にはエウスにもかかわらず海水浴を楽しむ人や釣りをしている人が数名いた。海底洞窟の入り口が右手にぽっかりと口を開けており、そこに突っ込むさざ波と、反射波が調和している。そして海岸沿いに構築された広場には、誰か、──彼女しかないのだが──の銅像があった。近寄りパネルを見ると『マリン＝クラウディア　月光を取り戻してくれた少女』と書かれている。まただ、とディアナは思った。どこにでもある月並みな言葉。それは安易にクリーム＝コーデリアを評価し、無批判にルーン＝フィン＝エルファースを崇め、いたずらにエコー＝クラウディアを超えるものはいないとする、そうだ、だからあたしは……。彼女はいつの間にか両の拳を握りしめていた。指輪が銀色に光るが、拳の内側にあるため彼女はそのことに気づかなかった。

　それから、銅像の全体を観察する。なるほど、思った通り。これは明らかにスノウの死後、彼女の手記を元に作られた姿に過ぎない。果たしてその作られた瞳は何を見、その鉄の手は何を掴み、その重たい足はどこに行こうとしているのか。指輪を拾ったときに感じたどす黒い思いが彼女に蘇る。これはそれからの逃避。そしてその結果たどり着いた、もう一つの結末。大空位時代。全てが失われた大地に待ち受けていた、全ての不在。結局混乱は千年にわたり続き、エーノの長老が命術の奥義をルーテクスに伝えたことでそれは終了した。だが待っていたのは、生命の肯定と死の否定の時代。

「あたしはそれを間違いだとすら思わなかった」

「だからあたしは」

「何を言ってるんだい？」

　彼女の茶色の髪をいきなり撫でながら、誰かが声をかけてくる。

「なれなれしい奴だなと思っているだろ」ディアナは頷いた。

「ディアナ＝トレイシー」

　ここに集まってくる潮風とも違う、もっと寒気のする何かが二人の間に走った。

「俺はジェネ。ジェネ＝ルーン＝エルクシア。多分……」

　言われる前にディアナは一歩彼から遠ざかり、服装を確認した。多分カールソラーナの人だな、と思った。

「それで、まさか『多分名前にルーンが入ってるのは彼女を置いて俺しかいないだろうな』とでも言うつもり？　子どもの遊びならそれこそルーンを名乗る人なんて幾らでもいるでしょう」

　それからディアナはジェネの顔つきを確かめながら、彼の周囲を何度か周りそれからもう一度口を開いた。

「それで何であたしの名前を知ってるの？」

「探しにきた。この狂った世紀を終わらせるために」

　続けようとする彼の唇を突風とディアナの言葉が遮った。

「まさか。……もう一度火を放てとでも？　そんなことはする気にもならない。だって」

「火は文明の象徴だし、水はそれなしじゃ生きていけないし、理屈はともかく風はそこにある。それがお前の出した答えか」

　さっきとは別のどす黒い何かが湧き上がってきた。ディアナは両手を胸のあたりで組んでもみしだいた。

「いきなりお前呼ばわりねぇ。あたしはそんな風に考えたことはない」言葉に自信がないのは自分でも分かった。「それで、目的は？」

　ジェネは黙って背中を向けた。彼女はしばらく次の行動を待ったが彼は何もしなかった。空を見上げるといつの間にか雲が沢山現れていてた。

「黙ってついて来いって意味？」ディアナは空と左右と地面を順番に見つめてからもう一度彼を見た。その時不意にガラスの指輪が目に入った。このよくわからない男は黙ってるんじゃなくて黙らざるをえないんだ。あたしのことを知ってるから……。それと……。ディアナは水晶にもう一度ガラスを映した。済んだように透明だ。空よりも透明な空。表面に無数の細工が施されていてその姿は光によって浮き彫りになる。内部で反射屈折した光と外からの光。それらが折り重なりもう一つの光を生み出す。あれ、それなら……。ディアナは太陽の光が目に突き刺さりあわてて焦点を外界に合わせた。雲の切れ間から射し込む強烈な光。それは彼女の肌を黄色く照らし、ジェネを白く照らす。上を向いていた顔をまっすぐに戻し、それから後ろ髪を手で梳いて整える。

「さっきから何黙ってるの」そして言う。でも彼が背を向けたまま黙っているのはある意味幸運だった。

「まずは……」ゆっくりと彼は口を開いた。「ルーテクス。滅んだ大樹の地へ」

　流石に今度はディアナが黙る番だった。それに彼女はこう言われた以上ついて行くより他になかった。




　船が来るまではまだ時間があった。観光客の類が増えたとはいえここはライクヴァ諸島の中でもさらに辺境。来る船は日に二隻。一つは朝方ツートラト大陸のエルからやってくる船で、それはライクヴァ諸島南西から南東へ向かい、そのままミファ島とミークス大陸のナトに向かい、もう一つは夕方にやってきてライクヴァ諸島を周回、つまり半ばここで折り返す形でグリートレイ大陸のガドールとスートア大陸西端にあるクラウディア記念公園を結ぶ船だ。

「さてと」ディアナはジェネと一緒に階段を上っていたがややあって口を開いた。

「何か食べない？」

「ドライフルーツでいいなら持ってるが」

「それでいいわ」




　ジェネが取り出したものを適当にかじりながら、これからどうするのかを考える。先にクラウディア記念公園に行くべきか、コーデリア家跡地を見に行くべきか。彼女はガラスの指輪に目をやった。コーデリアの場所には指輪の由縁を知るヒントがあるかも知れない。しかしクラウディア記念公園には──もっとも以前は何も見つけることが出来なかったが──彼女ら一族がこの世界でなした何か大きな仕事の答えがあるような気がする。でもそれは。ディアナはここから先を考えることが出来なかった。指輪はまるで答えを知ってそうな光を放っているのに。

「どうした？」

　声に気づいて慌てて指輪を隠すようにして手を握り、腰のあたりまで下げ、そしてジェネの方を向く。

「ルーテクスに行くならガドールで乗り換え？」

「そうだな」

「コーデリア家によってみない？」

「何が目的なのかは知らんがやめておけ。あそこはライア＝コーデリアと一緒に滅び去った。もう誰にも触れられない」

　何でいつもこうなの？　とディアナは思った。そのとき決まって湧き出てくるのは破壊のイメージ。黒と白を織り交ぜた、もう一つの黒でそれらを全て塗りつぶす。やっぱりあたしに出来るのはそれだけなんだろうか。ああ。

「もしそうなら」

「もしそうなら？」

「ううん、何でもない」

　ディアナはそう言って深くため息をつき、それから空を見上げた。




　空の色が淡くなり出した頃に汽笛が聞こえて、それから船着き場に中型の船が入ってきた。白いマストに黒い文字が施してある。

「ねぇ、あれ何？」どこかで女性の声がした。

「クリームの碑文」子どもの声だ。

「へぇ、よく知ってるわね」

　ディアナは何とかそれを抑え、岬の手前にある広場からジェネに先導されて船に乗り込んだ。

「お金は大丈夫なの？」

「大丈夫。食堂を使うときは俺に言ってくれ」

　彼女はそれ以上突き詰めなかった。彼が船に出資してるから何だというのだ。




　彼が船室に行ってしまったので彼女は甲板で船の様子と変わっていく景色を眺めた。風になびく帆と後ろに見える夕焼け。それから少しだけの強風。

「風を読んでるのか。それが出来るなら魔法船よりもこっちがいいよね。でもそうだとしたら」

　言いながらよぎった予感を、言葉にせずに否定する。そんな馬鹿げたことはあるわけがない。きっとそう。もしもあるとしたらそれはもう信じられない話だ。

「あたしは何を馬鹿なことを……。ずっと前に気づいたじゃない。それは馬鹿げたことだと」

　蘇るのは誕生日の記憶。祝福されたもの。そしてあたしはそのとき……。




　ディアナの正面にはいつの間にか夕焼けがあった。しかしあかね色と言うよりはもう夜の藍色に近くなっていてすなわちそれは夕焼けの終わりを意味していた。彼女は操舵室の方を見た。ガラス張りで海が展望できる部屋だ。あれ、何だろう。何であそこにあたしがいるんだろう。どうして。あたしは一体何をしているの。

「何してるの」誰かが言った。

「あたしは何もしてない。何もやってない」

「過去にそれを訴えるならいっそ」

　彼女は我に返った。誘導灯の明かりで窓ガラスに反射した茶色い髪と銀色の瞳があった。それから周りにいくつかある誘導灯、魔力により光を放つダイヤモンドを観察してから天を仰いだ。三日月がそこにあった。




　今はもうどこにでも現れる夜の輝き。彼女はそれを背にして船の中に入った。誘導灯がないため中は真っ暗で表より危険だった。彼女は揺れる船内で通路に両手を当てて、窓から漏れ込んでくる明かりを頼りに部屋を見つけ、入った。ジェネは既に眠っていた。彼女は部屋の中の四角い窓の傍まで行き、念のため開かないことを確かめてからしばらく波の変化する様を見て過ごした。ずっとそうしていると時間の感覚がなくなる。船が着くのは明日の夕方。昼間にすることはないから朝になったら寝よう。じゃあ今は。彼女はジェネの方を向いた。二段ベッドの一段目で荷物と一緒に横になっている。彼女は彼の身体を揺さぶった。彼はすぐに起きた。

「ちょっと飲みに行かない？」

「悪酔いするからやめておけ」言いながら彼はすぐに服装を整え、立ち上がった。そしてドアまで歩いて行き「何してるんだ。行くぞ」と言って部屋から出て行った。




　飲み明かしたがそれは味気ないものだった。何故かあまり面白くない。結局お互いに目的を隠したままだからだ。ルーテクス。でも何でまたあそこに？　何が待っているの。行けば分かる。あたしを受け入れてくれるだろうか。あそこにはもう何も残っていない。

「でも」

「でもあたしがやったことは正しかったこと、誰かがやらなければいけなかったことだと思ってる」

　ジェネの横顔を少し眺めてからディアナは立ち上がり部屋に戻った。やや激しい頭痛と軽い目眩がした。注意深く二段目に上り、目を閉じた。眠りはすぐにやってきた。




　熟睡していたらしく、スチュワードに起こされて彼女たちはようやく目を覚ました。それからガドール到着の旨を伝えられ、荷物を纏めて慌てて船を下りた。船が到着したときに必ず行われる夜市は既に終わりかけていて、露天は閑散としていた。ディアナ達は乗り継ぎの時間まで埠頭周辺を適当に歩き回り、文明平原で取れた白い麦を焼いたものを食べたりしながら過ごした。

「ここからルーテクス」縁から夜の海を見渡しながらディアナは言った。

「あそこに戻るんだ」だけど何故か彼女の中に湧き出るのはそれの先にある大いなる予感だった。

「それからあたしは」もう炎は起こせない。しかし。彼女は海に光を当てるものに気づいた。あたしだ。

「何やってるんだろう」自身の瞳を海と指輪と月に順番に向けながら彼女は思案する。人がいるから海は照らされているのか。それを照らしているのは太陽であり、月であり、しかし。

「でも、人がいないと船すら」

「おい、そろそろ船が来るみたいだぞ」

　何も聞いてなかったかのように、彼女の背中からそう言うジェネに強引に引き戻され、彼女は身体を持ち上げた。




　寝て起きてから余り時間が経っていないので、船の中にいて眠る気にならない。既にどこかに行ってしまったジェネのことが入り込む余地はないが、ともかく彼女もどこかに行こうと思い部屋を出た。出てすぐに三日月が大窓から射し込んでくる。窓を通して直接与えられる光と、それを前後して逆放射状に水平線に向かって広がっていく光。それを左手に捉えたまま、彼女は階段までたどり着き急なそれを二段飛ばしで駆け上がり、ホールに出る。楽器の演奏が行われていた。それと歌。大空位時代の中世、エーノの長老がコーデリアの後を継ごうとした時の世界の混乱と反旗の歌。

「みんな狂ってた」声が空を切る音を聞きながら彼女は呟いた。

「結局、あたしたちが求めていたのは」

「それは何だと思う？」横から声が聞こえてきた。「え」「だから何だと思う？」彼女は黙った。「僕は真実だと思う。嘘偽りを全て取っ払った先にあるもの。つまり」ディアナは息をのんだ。それからそれに気圧されないように、強くあろうとしながら唇を動かした。「彼女たちの先にあるもの」「そう。僕はずっとそれを探してきた。それを見いださないともう一つの光の意味が分からない」「そしてこう言われる。意味なんて求めるなと。彼らは一体何がしたいの」「僕には分からない」彼女はようやく男の方を向いた。声から想像されるとおり随分と童顔だなと思った。

「あたしはディアナ。君は？」

「僕はルージュ。そしてこれが凍らない雪」ルージュは懐から何かを取り出した。透明な結晶が見える。凍ってる。最初彼女はそう思った。見つめていると不思議な感覚に囚われる。何だろう。ずっとそのまま。宝石みたいな氷。

「何よりもそれは」彼女は何かを言おうとした。「そう、凍ってる。最初から」彼は続きを言った。

「多分だけどこれからよろしくね。あたしはジェネと一緒にルーテクスに行く。君は？」「僕もルーテクス。道中よろしく」




　しばらくホールでルージュと話して過ごした。そしてディアナはルージュがルーテクスにいながらあのことを評価している事実に驚愕した。しかし彼が気づいているか否かに関係なく自分が当事者であるとは言う気になれなかった。彼の持ち歩いている本も数冊読ませて貰ったがやはり彼女の思っている通り、彼女の行為を好意的に記している本は一冊もなかった。ゆっくりとため息を吐き、両手で髪を梳いてから銀色の瞳を数回瞬きし開かれた本を閉じ、彼に渡して立ち上がった。どうやら彼女がどこかに行こうとしているのを察したらしく彼も立ち上がった。二人は大体の目安を付けて移動を開始した。既に月は船内に射してはいなかった。階段に向かい、今度は一段ずつ上がる。もうワンフロア上がると甲板に出る。潮の音と船の音とが聞こえるばかりでそれ以外は何も聞こえない。

「この船には食べ物はないよ」

「そうなんだ。ルーテクスにはいつ着くの？」

「明日の朝には」

「海流と魔法か……」言いながら彼女は沈黙した。

「僕は」それから二人は見つめ合い、しかしすぐに了解しホールに戻った。ホールではまだそれなりの人がいたが、彼らの相手をする気にはならなかった。探してみるとすぐにアルコーブの存在に気づき、今のところ誰もいないようだったので彼女たちはそこに入り込んだ。




「あれ」彼女は思わず声を上げた。

「誰かと思ったらジェネじゃない」

　返事を聞きながら、彼女はすぐに向かい側に座り込んだ。

「それでこんなところで何してるわけ」

「色々とな。それでこの男は誰だ」

　ルージュはすぐに自己紹介すると、ディアナの隣に座り込んだ。それから、彼はそれに倣おうとするジェネを目で制した。それから少しの間三人の間を沈黙と潮の音が支配した。

「それにしてもこんなこともあるんですね」言ってまた少しの間彼は口を閉じた。

「まさか」言いかけてまた黙りこくる。彼女はそれに混入している意味に気づきかけた。そうだとしたら……。

「都合がよすぎるのはお互い様だろ」

「そしてあたしは訳が分からない。みんな何なの、一体」

　大体おかしいのは誰もこれに……。思いながら左手中指の輝きを見つめる。あれ、何で光ってるんだろう。このアルコーブに光源はない。ランプもないし、どこか特定の場所から光が射している様子もない。実際自分たちの影も、ものの影も全く見当たらない。淡い光が場全体を支配している。彼女は左手を掲げ、光を反射させた。しかしそれは起こらなかった。

「何してるんだ？」

「ここって何で明るいの？　ランプも何もないのに」

「魔法ですよ。この船は魔法船だというだけです」

「でも魔法使いの時代は」

「そうだ。大空位時代の前に既に終わった。俺たちはそれでも……」

　ディアナは指輪を見つめながら何かを言おうとしたが言えなかった。それに彼らの視線が自分の指に集中していることにも気づけなかった。




　朝までそうやって話して過ごした。ジェネも知らないルーテクスの現状。二年間でどう変わったのか。大樹が燃え尽きた後の始末と記念公園の再生──尤もこれは果たせなかったが──について。それからそれに関連してディアナが本格的に追われ始めていること。彼女はやっぱりと思ったが、逃げる気は全くなかった。

　一通り話し終え、それから朝方だと思って全員で時間を確かめに行くとちょうど一番暗い時刻だったりしたが、ともかく船を下りる準備を始めた。

「ずっと前ならカトルラが見えたんだけどな」

「何時の話です？」「どう聞いても最近じゃないけど」ジェネの言葉にルージュとディアナが続いた。

「俺も実際に見た訳じゃないが。ルーテクス運河が出来たのはいつ頃だったか」

「東レーア平原開墾の折ですね。その際レーラス川から引かれた水路を元に作ったのが運河です」

　何年前の話だと彼女は思った。しかしこの話の結末は。

　荷物を纏めてから再度合流し、甲板に出ると思った通り灯台が見えた。ライラもデュストも見えない時間なのにその人工の明かりはやはり眩かった。

　運河にある多数の漁船を左手に捉えながら、港に船は横付けされた。急ぎの客の邪魔にならないように向かって右手側の縁で人がまばらになるのを待ってから、半ば船員に追い出されるようにして船から下りた。




　またここに来たんだ。もう二十年も前だろうか。かつてここに近づいたときの感覚が蘇る。それに追われていた頃の感情。ずっと人にはないと思っていたそれら。それからそのときに見た記憶の中の風景と今の景色を照らし合わせる。街は相変わらず学生で賑わっているが、よく見ると大学に通じる中央通り以外には様々な職業の人がいると分かる。心の中で声がした。でもそれだけだったと。彼女はその方を見た。やはりもうそれはなかった。でもそれを壊してもただそれだけ。それがそれであることに変わりはなかった。何度やっても同じ。潮風を背に受けながら陽光に照らされる石造りの道を進み、中央通りの坂道から外れて林道に入り、そこの階段状の歩道を抜けて、大学の南側に抜ける。小さな壊れた噴水公園があった。水が湧きでないどころかそもそも水がはっていなかった。ジェネに案内されるがままに、込み入った建物群の中に入り、それから木造や石造、土造のを全部無視してスラス結晶製の建物に入る。

「不思議。透明なのに何も見えない」廊下から外を見ながら彼女は言った。




「ここですよ」危うく通り過ぎようとするジェネをルージュが止めた。ジェネは三歩引き返し、ノックしようとした。

「多分それじゃ駄目です。僕に任せて下さい」彼は扉の前に立ち、右手を広げて、結晶製のそれに当てた。一瞬、何かまぶしい感じがすると思って彼女は目をふさいだ。両手をのけると既にそこには何もなかった。それから二人に促されるようにして彼女は先頭になり部屋に入った。




　中は思いの外広かった。前後上下左右全てに不思議な光景が広がっていた。海も空も何もかもがそこにあった。それから目の前には見知らぬ老人。

「あたしは」ディアナは言いながら左手をかざしていることに気づいて慌てて手を引っ込めた。不思議な感覚がここに来てからずっと彼女の中にあった。

「まずはこれを」老人がゆっくりと口を開いた。

「ディーター神話？　何でこれを」もう残ってないと聞いていた。彼女はそう思いながら椅子から立ち上がり、老人から本を受け取る。ぼろぼろのそれをゆっくりとめくろうとすると横から大丈夫だよ、という声がした。

「それでどこを読めば」パラパラとめくりながら訊ねる。それから気づく。この感覚は一体。もう感じないと思っていたものだ。この場にはあたししかいない。他の存在は全てそれ以外に従属しているもの。その差、その源は……。そして全員の方を向き返事も何もないことを確かめるとまた続きを読んだ。

「あれ」途中で手が止まった。

「ライラとデュスト以前に混沌があり……そして分割により彼らと彼女らと世界が生まれ……さらに生命と魔法……でも……」

　そうやって埋め尽くした先には何があるんだろう。夢みたいな話だ。そんなありふれたものなんて夢でしかない。

「そうだ……」何か、核心めいたものが彼女の中に芽生えた。もう周りの三人のことなど無視して先に進む。生命と魔法の関係を図示したものにぶち当たり、その後に世界と混沌の間柄、それから星の動きと大地の動きを関連づけた絵に巡り会う。それには混沌の海に大地が浮かんでいて、その周り、つまり混沌の海の向こうに星が貼り付けられるようにして回っていた。それなのに、何故。彼女は顔を上げた。

「あたしは」

　全て言うより早く声がした。

「その前にだ。指輪のことは知っているな」

「ええ」もう隠す気にもならず、身に着けているものを右手指で指し示した。

「ジェネ」ジェネは言われると直ぐに上着の裏ポケットに手を入れ、小箱を取り出した。木製の指輪入れだった。彼が箱を開けると、そこには何か変なものがあった。ジェネの手により取り出されてからようやく彼女はそれが指輪であると気づいた。ディアナはガラスの指輪を目にかざした。複雑な文様が刻み込まれている。その中には女神像があり、文字があり、そして。違和感に気づく。羽根の紋章。ローナミアのようだが……。

「あれ」時代が合わないような気がした。それから思い違いだと信じ、もう一つの指輪の方に目を向ける。ジェネが彼女と老人とルージュに向けているそれは場にあふれる光を反射していた。それもガラスの指輪のようにではない。それがそれであるからだ。そう、まるで姿を写す鏡のように。

「鏡の指輪」

　誰が言ったのかは分からなかった。

「見いだされたものだ。それもディアナ。お前がここを去る日にだ」

「それじゃああなたたちは」

「そう。僕たちはこの指輪もガラスの指輪と同じ、災いの兆しだと思った。そして今の時代に指輪を見いだすとしたらもう」

「……あたししかいない。じゃあ何ですぐに」言いながら何かが強引に答える。

「そうか。ガラスの指輪はフレアと一緒に消えたずっと後シーファ災厄の時に……。また現れると言うことは……」

「そうじゃ。それに万が一破棄して」老人の響く言葉を彼女は遮った。

「それがあたしのところに来てしまうのが一番困ると」全員が頷いた。

「それで、捨てに行けばいいの？」

「捨てても恐らくまた見いだされるだけでしょう。僕たちの時代だけそれを回避しても仕方ありません。ディアナさん、もしも出来るならこの指輪たちを……」

「……」ディアナは沈黙した。何故なら。

「北の果てには神話に語られる混沌が」ディアナは突然沸き上がってきた言葉を口ずさんだ。

「それは原初に語られ、今では失われた最初の源。そして今でもあたしたちを覆い尽くすもう既に存在しないうたかた。そう、ただ……」

　言葉にならない予感がよぎる。北の果て。海をずっと越えて星の世界に肉薄したときに見えるであろうもの。

「指輪を捨てることも無力化することもこれまでのことから言って多分出来ない。だけどその光はあたしをきっと」照らし出してくれるとも導いてくれるとも言えなかった。

「あたしは行こうと思う。遥か海の果て。まだ見ぬ何かが眠る場所へ」

　言い切って、一人部屋を出ようとすると呼び止める声がした。想定外だった。彼女は振り向いた。

「何で……何でそんなことをするの」

「ついて行って何が悪い？」

「君は君が思っているほど孤独じゃないしましてや世界から月並みに孤立している訳でもないよ。最初から僕はこうするつもりだった」

　彼女はうなずき、それから最後に持って行けと言われたディーター神話を受け取りお礼を二回言ってから部屋を出た。




「ここを出る前にルーン＝フィン＝エルファース記念公園に行きましょう」一応、と心の中で付け加えた。

　ディアナの言葉に従い、全員はここから北に抜けた先にある記念公園へ向かった。老朽化して崩れかけたまま放置されている建物や、あまり整備されていない道を進む。南区を抜けると広場に円形に木製の学舎が座している空間があり、そこにはたくさんの人影が見える。そこの東側、右手にある林道に入り高低の激しい道のりを進む。鳥のさえずりに満ちていて、緑と茶の匂いが辺りに立ちこめている。しばらく行くと、また、さっきよりやや狭いが、空間が広がった。

「……」

　彼女は無言で、一歩一歩かみしめるようにそこに足を踏み込んだ。それからガラスの指輪と一緒に腕を前に突き出す。

「ずっと前。あたしが七歳の時」目の前にある焼け跡をじっと見つめながら発声した。

「あたしは火を放った。エアの大樹だっけ。思えば四千年以上、もう数え切れないくらい生きてきた」

　指輪に何か光が帯びるのを彼女は感じた。

「炎は踊り、あたしの肌を熱してくれた。そしてここには焼け焦げたものが残った」

「後悔してるんですか？」後ろから声がした。

　彼女は真上を見上げた。雲一つ無い空から太陽の光がさながら円を描くようにして彼女に射してくる。それからどこかにわき起こる、大地の燃える感覚。熱い。ああ、ということはあたしはまだ……。

「ただ、何かに突き動かされてた」ディアナはそう言った。それは、これからも、と彼女はどこか、言葉ではないもっと別な場所に書き留めた。

「そして……」そうすれば人は、あたしは何かが変わると思った。ずっと続いた彼の時代、その後に来た大空位時代、そして現代。

「だからだ」彼女はそう言った。それから、ガラスの指輪をじっと見つめた。「だからあたしは誰にも価値を見いだせなかった。全員がそう、現代にいる、ただそれだけだから。過去でも未来でもない今。しかもその今は……」

「その上誰も今は見ていない」

「ジェネ？」

「そう。過去が既に消失している以上俺たちはそれを見ることが出来ない。未来なんてどこにもない。俺たちはただ、現代を理由に過去と未来があると妄言しているだけ」

「何言ってるの？」彼女は言ったが、思っていることはその正反対だった。

「いや、それだけだ」

「そうとも思えませんが。ディアナさん、大丈夫ですよ。この世界はそれほど退廃してはいませんし、人間もそこまで愚かではないはずです」

　それから三人はその場を後にした。




　港まで戻ってから彼女たちはその後の予定を話し合った。ディアナは直ぐにどこまででも行ける、どんな荒波にも耐えうる船が必要と言ったが、それは一蹴された。それから色々話し合い、ともかくまずはディーター神話を紐解いてみた。三人で読み進めているとすぐに夜になってしまった。

「行かないと」彼女は言った。

「そこに行かないと」

「海の果てか……。何があるのか分からない。それこそ」一息ついて、地図を取り出しそれを広げた。

「北方の漁船の今の海路はノフセーンから北上して楕円状に航海して帰還するコースだ。これなら潮の流れで帰ってくることが出来る。そこから先に行く方法は誰も見つけていない」ジェネはまた間を置いた。それからふと思い立ち鏡の指輪を手にして、地図の上に置いた。風が吹き込み、しかし地図はテーブルの上から飛ばず、そして彼女たちは上空から白い光で照らされた。

「何が……」誰が言ったのかは分からなかった。

　鏡の指輪から一筋の光が生まれ、地図上を、ちょうどエーノから北に向けて曲線を描きながら伸びていた。それは紙の上をはみ出て木のテーブルの上を同様に進み、最後にディアナの胸の辺りにぶつかっていた。

「まさか」

「海路なの？」

　それから彼女は立ち上がり、テーブルの周りを一周した。指輪が示した道は北の最果てへの海路と、それからコーデリア本家への道だった。

「それじゃあ、まずはコーデリア本家へ」

　全員が頷いた。




　生憎とその日最後の船が既に出てしまっていて、泊まる場所もないので定期船の待合室で寝て過ごしたりしたが翌日の船には間に合った。それからしばらく彼女たちは解散して自由時間を過ごした。ディアナは甲板から海をじっと眺めた。昼間の海はむしろ太陽を反射して白く見えるほどだった。

「そして不意にあたしは気づく」

　潮風に促され声が出た。

「モノクロの世界。白と黒だけで出来た現実認識」

「眩しくて暗い。そして」彼女は手を縁から海に伸ばした。

「あたしの右手で象ることの出来る現象」

　また、潮風が彼女の髪を踊らせた。ディアナは両手を前に向けた。それから光のある方とない方を交互に見つめ、手を前で組んで再度伸ばした。




　夕焼けは見る気にはならなかったので部屋に戻ったが誰も居なかった。食料を探して勝手に二人の荷物を漁り、見つけたものを適当に食べる。それから自分の荷物を開けてみると、もう既に誰かに食べられた形跡があった。取っておいたお気に入りのおやつが無くなっている。木の実を乾かして作ったものだ。仕方ないのでまた人の荷物を探る。これと言ってめぼしいものは出てこない。ルージュの手提げ鞄から出てきたディーター神話の解釈集を広げ、読んでみるがただでさえ弱い明かりはすぐに消えてしまい読むことが出来なくなる。彼女は本を持って表に出た。二部屋隣から入ることの出来る小ホールにはやはり誰も居なくてやはり明かりすらなかった。光源があるはずだと思い調べるがランプ一つ無い。彼女は諦めようかと思った。

「あれ」ディアナは何かに近くから照らされてると思った。本を持っている方の手を目に入る位置に動かす。別に指輪が光っているわけではなかった。

「誰かが来た？」ドアに視線を動かすが誰も居ない。それから初めて全体を見る。上だ。魔法で光が起こされている。

「誰も居ないのに」何でだろうと彼女は思った。それから追求しても分からないので床の上に座り込み、持ってきた本を広げた。




　デュストとライラ。混沌と世界。生命と魔法。渦巻いているのは表層だけの単純な二律背反ではなかった。異なるものを分割によりそれ自身と分け隔て獲得しようとする、そしてあらわにしようとする、その態度。そしてその細分化の先にある、もっと別なもの。父と母から離れた、枝葉の先、世界や混沌の所属からおよそ離れたところにあるもっと別な事象。そして浄化がどうだとか、もう記録が微塵も残っていない文明対戦の話やティクスとの戦いの話とか、予言されうることとすることの出来ないこと、人々がどうなるのか、魔法の始まりと終焉、それらをずっと追っていくうちに彼女は欠けているものに気づく。でもすぐにまた別なことに気づく。書いてないから何だというのだ。それから細かい云々から混沌の世界まで遡ると、また別なものが見えてくる。

「……」彼女は立ち上がろうとしたが力が出なかった。明かりは消えた。

「この場所を見ているのは誰。枝葉にしろ混沌内部にしろ、その場所からはそれ自身を見ることなんて当然出来やしない。ここはどこ」

　床を手で押し、立ち上がると彼女は部屋を出た。




　船室に戻ると二人とどこかからやって来たもう二人が寝ていた。全員酒臭い。寝るスペースも見当たらないので彼女は本を見えるところに置くと再び部屋を出た。それからどこをどう行ったのかは分からないが倉庫らしいところに入り込むと、誰も居ないらしいので安心してそこに寝込んだ。




　誰かの怒声で彼女は目覚めた。寝ぼけていて回転しない頭で状況を把握する。彼が何を言っているのかはよく分からないが、どうやら船が着いたらしいことは分かったので「ごめんなさい」と言ってから部屋を出て、それからややこしい通路を通り甲板から船を降りる。二人の姿を探すがどこにもない。それから自分の荷物もないことに気づく。今更悲観するのもどうかと思い、人の集まりそうな場所を一通り巡ってから、昼時だと言うこともあり一番最初に目についたレストランに入る。

「いた」

　ドアの閉まる音すらしないうちにそう呟くと彼らのいる席につく。

「どこ行ってたんだ」

「心配されるような所には行ってない」

「注文はどうするんで。僕たちは……」

　彼女は早く済ませる方がいいと思ったが、二人がオムライスの大食いを始めると知って、海鮮料理を一通り頼むことにした。




　会計をジェネに任せ、ルージュとディアナは先に店を出た。かなり長時間居たと思ったが、まだまだ日の光は眩しかった。ジェネが出てきてから彼女たちはコーデリア本家への道のりを確認して進路を取った。




　空の色が何だか薄い気がした。それから高地でもないのに息苦しい。何かに追い詰められてるような気がする。三人は先頭がディアナ、その少し後ろに男二人が続いていた。この道に入ってからずっとだ。木こそ生えていないが、緑の沢山ある草原。落ち着いて観察すれば様々な花や何かを認めることが出来る。左後ろには太陽があり、そして強めの風が進行方向から吹いてくる。時々彼女は風を手で遮ったりしながら自分たち以外誰もいない道を進んでいた。

「不思議ね」

「何がだ」

「ずっと誰も使ってないのに道はちゃんと残ってる」

　彼女がそう言った道はその後途切れがちになり、日が落ちる頃には姿を消した。夕焼けは見えなかった。薄青い空を見上げ、夜の訪れを実感すると今度は何かに見下ろされているような感覚に迫られる。それから目的地へは小高い丘を経由しなければならず、三人はここで野宿するか先に進むかの選択を迫られた。

「休もうか。夜の坂道はきついんじゃないか」

「そんなことない。あたしは大丈夫。みんなは？」

「僕は大丈夫です」

　それから進路をもう一度確かめるとまた歩み始めた。




　やっとたどり着いた。彼女は思った。安堵と同時に疑問が起きる。ここに何があるんだと。目の前にあるのは屋敷の残骸だった。高級な素材をふんだんに使い、様々な建築技法を凝らしたコーデリアの家。それは全体に魔法がかけられていて、それはつまり術者の消滅が崩壊をそのまま意味していた。窓は壊れ、壁は崩れ、屋根は殆ど無くなっていた。彼女は指輪を目にした。光ってる、でも何でだろう。

　彼女がそうしているうちにジェネは崩れた場所から内部に入り込み、ルージュは裏に回ってしまった。彼女はため息を吐き、正門に手をかけた。壊れかけているかも知れないから身長に体重をかける。ゆっくりと門は開き、彼女を招き入れた。







「これからどうするんだね」

　辺り一面が白に塗りつぶされた、極寒の土地で彼女は会話していた。吹雪の時は厚着をするがそうでないときは邪魔になるしなるべく軽い格好で済ましていた。

「仲間がそろそろここにやってくる。今日かも知れないし明日かも知れないけどとにかく近いうちに」

　これまでずっとディーター神話を研究して過ごしてきた。分かったのはやはり彼女の疑問には誰も答えていないと言うことだった。そして毎日のように海を見て過ごした。時々くじらがやって来たりした。

「仲間、か。お前がやってきて北の果てに向かいたいと言い出したときはどうやって止めるべきか随分悩んだわ」

　何だかそのことに彼女は安心した。

「ありがとう。でもあたしは……」

「言わなくても分かるわ。いつでも出発できるように準備だけはしておきたまえ」

　彼女は言われなくてもと思ったが、ともかく纏めてある荷物を確認するために雪山を掘って作った即席の倉庫の中に入った。食料はジェネたちが持ってきてくれるから必要はないとして、自分が用意しなければ行けないのはここ、エーノでしか手に入らない神話の資料と何か北の果てへの航海に関連しそうなその関連、そして曲がりなりにもここからともかく北へ向かい、帰ってきた人たちの記録。そして種々の魔法の秘技。船が止まってしまったらもうそれに頼るしかない。彼女はいつものように順番に一通り確かめるとまた長老の家に戻った。まもなく吹雪がやってきた。




「何か聞こえる」

　雪と風がテントを叩く音かと思ったが何かが違う。

「笛の音？」

　彼女は上体を起こして真っ暗闇の中で目をこらした。

「やっぱり聞こえる」

　彼女は立ち上がり、着替えると表に出た。夜の吹雪は全てを覆い隠していた。新雪に足を取られそうになりながら辺りを回ってみる。視界が狭く何も見えない。

「どっち？」

「分からない」

ともかく歩みを進める。それから今度ははっきりと聞こえた。いつも船を待ってた岬の方じゃない。その崖になってる所だ。彼女は注意しながらゆっくりとそこに向かった。




　落ちないように気をつけて、崖から下を覗くと何か明かりがあった。彼女ははしごも何も持ってこなかったことを後悔した。声に出しても多分聞こえないだろう。それからふと気づき、彼女は左手を差し出した。ガラスの指輪は船からの明かりを受けて光り輝いた。合図にはなっただろうか。ともかくこれ以上のことは出来ない。信号がちらつくのを確かめ、もう一度指輪を使い、吹雪が相変わらずなのを確かめると彼女は集落まで戻った。朝まで眠れなかった。

　まだ薄明かりの時間、彼女は起き上がり表に出た。吹雪はまだ続いていた。場所が場所だけで迎えに行く方法が思いつかない。この天気じゃ小舟を使う方法も無理だろう。それから何の明かりもない空を見上げる。暗闇から雪が降り注いでくる。これじゃどんな手も使えそうにない。それから視界をずっと向こうに追いやる。明星がいくつかあるように感じられた。吹雪が邪魔して何も見えない。でもあるように感じる。

「ゆっくりと、降りてくる」右手を前に掲げ、結晶をいくつか受け止めながら言った。

「そう、ゆっくりと」

「ゆっくり……風に乗って……」

　彼女はメッセージを書き上げた。炎を燃やし、雪を熱し、大地に言葉を。北に向かいます。それから荷物を全て抱え込み、また船の待っている崖に向かった。苦労してそこにたどり着くと、待っている姿を凝視した。帆のない船。全体は多分木造だが、不思議な感じがする。彼女は左手を通して観察した。宝石が無数にはめ込まれていた。それが輝いている。そしてある一点に狙いを定め、ディアナは宙に舞った。




　そうだ、雪のようにゆっくりと。風に乗ってふわりふわりと。あたしは落ちていく。




　すっと彼女は舞い降りた。両足が着地したのを感じる。まだ暗闇の中。ここで朝を待とうと思い、彼女は縁まで行き身体を乗せて太陽が昇ってくるはずの方を向いた。雪は彼女にも降り積もった。払う気にはならないので彼女はそれに任せた。時々吹き込む風が粉雪を舞い散らせ、時に雪を横殴りに彼女に吹き付けた。ディアナは指輪に目をやった。

「やっぱり光ってる」そうだ、光だ。ここは闇なのに。それからふと自分の背後に影が伸びていることに気づく。そして前方にいつの間にか陽光が現れていることにも。空を舞っている雪たちと水平線から輪郭を表した太陽とが乱舞して幾重にも光の層をなしていた。闇は消えていた。光が横たわり、波に明暗を描写する海をしばらく見つめてから身をひき船に視線を移す。上で見たとおり、様々な宝石が散りばめられていて、しかも帆が張っていない。見たところオールもなかった。そして甲板から見えるところには舵も何もない。ディアナは階段を見つけると船内に入っていった。




　船の大きさから分かるとおり、船内も当然狭かった。薄暗い廊下を両手をつきながら歩む。ホールと部屋がいくつかあるのみだ。ホールには誰もいなかった。部屋をノックしてみたが返事はなかった。彼女はドアを開けた。

「まずはジェネとルージュ」彼らはベッドに横たわっていた。

「起こしても仕方ないか」彼女はそう言い残して部屋を出た。次に入った部屋は空だった。ディアナはそこに荷物を全部置き、整理は後回しにして出た。最後の部屋にはノックせずに入った。突然船が揺れた。ディアナは前のめりになり、バランスを取るために何歩か前進し、そして人にぶつかった。彼女は部屋の、入り口の向かい側の壁に宝石で出来た杖を片手に立っていた。

「寝てないの？」

「お互い様。久しぶりね」

「それはどういう意味かしら」

「立ち向かうときが来たって意味」

　なるほどね、と言ってからディアナは彼女の横に立ち、壁に背を預けた。

「私にとっても長かった。ディアナしかいないって気づいてから、このときまでどれだけかかったか」

「そう。あたしは……」

「ディアナは孤独じゃないし間違ってもいない。そう、それを……そしてそれだけじゃない。ディアナにしか出来ないこと。この先、これだけじゃない、もっと他のこと。……私には思いつかないけど……ただ……」

　彼女は隣を見た。四つの銀色が重なる。そして右手と左手を重ねる。お互いの温度を。お互いの存在を。あたしたちは、私たちは……。

「ユウ。大丈夫。あたしは大丈夫」

　ディアナは彼女の部屋のベッドに飛び込んだ。




「ディアナ、来てたのか」

　名前を呼ばれている気がした。彼女は両手で目をこすり、それからもう一度耳を澄ました。

「多分見てるでしょうが、この船の設備は大体ディアナさんの思っているとおりです。つまり……」彼女はベッドから起き上がった。立ち上がろうとしたが三人が揃っていて、スペースがない。

「そう、と言うことは……」

　彼女は指輪を見つめた。

「そう。ここから先は指輪の力でしか進めない」

「天候とかは全部私が何とかするから、ディアナは目的に専念して」

　今度こそ立ち上がると四人は頷きあい、甲板に向かった。




　ディアナは舳先に立った。それから目的地をイメージする。こんな所じゃないもっとずっと向こう。海。海の彼方。空のある方向。太陽の目覚める場所。北の果て。行こう。雪も風もやみ、雲もなくなっていた。青空が広がり、そして目の前には薄い色合いがグラデーションしている。船は動き始めた。エーノの崖から離れ、左手に伸びる岬を後ろに追いやっていく。さざ波一つ無い静かな海だった。ゆっくり。そう、急ぐ必要はない。潮の流れと風とともかく全てに逆らいながら彼女の目的の地へ。




　男二人が昼食を食べている間もユウとディアナは休むことが出来なかった。彼女はユウ時々移動しながら、あちこちにいるユウがちょうど近くに来たので声をかけた。

「お昼みたいだけど、どうする」

「ディアナが食べないならいらない」

「夜は？」

「夕方になったら魚を捕まえる。一緒に食べよう」

　それだけ言葉を交わすと彼女はまたどこかに行ってしまった。彼女は進む方向をより強くイメージした。しかし、やってくるのは寒さと色の薄い空だけだった。




　突然、天気が先ほどとは打って変わって悪くなる。強風。津波。ディアナが空を見上げると、しかしそこには雲一つ無い青空が広がっていた。何でだろう、それなのに心の中には雨が重く降りかかる。船が大きく左右に揺れた。彼女は転びそうになりながらも何とか姿勢を立て直すとまずはユウの居場所を確かめようとした。しかし足場が前後左右に揺れてしまいそれもままならない。駄目だ、あたしがここにいたら海まで飛ばされる。彼女は船内に身を隠した。壁に手をつきながら廊下を歩いて、ジェネたちのいる部屋に入る。そこに全員がいた。既に調理してある魚がテーブルの上に寝転がっている。

「先に食べてたけど」

「飲み込んでから喋って」彼女はそう言いながら空いている場所、ルージュの横に座り込んだ。

「まだ普通の魚ね」

「味も普通だな」

　そう、よかった、と言いながら串を抜いて掴み、横からかじる。やっぱりはらわたは、苦いなと思った。身はそこらの白身魚と変わらない。脂は少し多い。しっぽまで全部食べ、最後に頭と骨だけ残し、別な魚を手にした。両手で抱えられるくらい。ちょっと大きいなと思った。じっと見つめていると「一人で食べるのか」と声がした。

「食べる人は誰？」

「俺は食べる」それから見渡すと全員が手を上げていた。ナイフが生憎と手元になかったので素手で四分割するとみんなに配った。

「けど、ちょっと気になるのはこの揺れね」

「じゃあ食事の時も今度から何とかするよ」

「体力は大丈夫？」

「まずは自分の心配をした方がいいと思います」ルージュが言った。

　ディアナは頷き、それから立ち上がろうとしたが揺れが激しくて立てないので仕方なくその場に居続けることにした。




　歩ける状態ではないがこの場にずっといるわけにも行かないのでユウと力を合わせて立ち上がると、彼女たちは自分の部屋に向かった。別れて自分の部屋に入る。あまり考え事をしたくないのでさっさとベッドに飛び込み、すぐに目を閉じた。

「……悪い夢を見たな」

　彼女は上体を起こして言った。それから左手を胸の辺りに出し、じっと見つめる。淡い光が浮き出した。赤い光。あたしが作り出した光。でも何で……。光を通して自分の顔が見えた。銀色の瞳は変わらず、ディアナ自身を見つめていた。

「こんなに美しいのに」

　光に映ったもう一人の自分が話しかけてきた。あたしの過去は汚れに満ちているのに。そうだとしても、あたしは。何かと何かがぶつかりはじけた。あのとき握っていたのはナイフだったっけ。何かの刃。よく磨かれたそれは闇を照らしてくれる。闇を切り裂いてくれる。あたしが切り裂いたのは闇じゃなくて肉。感触が蘇る。まだ小さい自分と大人の姿が重なる。不思議と見たくないとは思わなかった。

「何でここにいるんだろう」

　ディアナはそう言い、甲板に出た。




　夜はどうやらもうすぐ明けるようだった。星は殆ど見えない。南の水平線の辺りに何かがちらほらと見える程度だ。どっちにしろユウが起きてこないことには安全に船を動かすことは出来ないし、朝食も取らないと行けないので彼女はそこでまずは夜明けを待つことにした。太陽はどうやら雲に隠れているようだった。空にはもやのかかった光があり、そして辺りには普段よりも弱いそれが広がる。赤というよりはピンク色に近い。彼女は太陽が現れる様を最後まで見ていようと思ったが、半円になった辺りで飽きてしまい、船内に戻った。




　ユウはまだ眠っていたが、朝食を取ることにした。積み込んである果物が今日の朝食だった。しかし季節を問わずよく揃えたものだと思う。それに味も悪くない。食べられるだけ食べると、今度はユウの部屋に向かった。彼女はまだ寝ていた。しばらく起きるまで待ってみるが、そんな様子はない。部屋にやってきたジェネが言うにはもう昼らしい。今日はもう無理だな、とディアナは思った。それから、朝食べなかった果物を部屋の机の上に並べ、彼女は自分の部屋に戻った。整理されていない荷物を仕分けする。ええと、ともかくすぐに必要なものとそうではないものに分けないと。まずは地図。これは机の上に置いておこう。それから持ってきた資料の各種。中くらいの鞄二つに纏まっているがこれらは分けておこう。それから着替えは出したいときに出せる場所に、鹿肉を魔法で凍らせて作った非常食は……。一通り整理し終えると、彼女はまた部屋を出てホールに向かった。夕食を取るためだ。




　肉の焼ける匂いは余り好きじゃなかった。我慢して食べ終える。しかしやはりユウは来なかった。

「どれくらい分けてあげればいいかな」

「ユウさんは小食ですからね」「肉は食べるのか」「食べないはずはないです」「じゃあこれくらいかな」彼女は中皿に焼き肉を盛りつけ、ユウの所まで持って行った。もう夜だ。しかしそれでも彼女が目覚める気配はなかった。そうだ、あたしも休もう。そう決め、彼女はすぐにベッドに向かった。




「ディアナ、今大丈夫？」

　海は荒れていた。大波と大風に煽られる音と揺れる船の闇の中で彼女は声をかけられた。まどろむ意識を引き戻そうとする。

「眠いならいいよ」

「起きるからちょっと待って」

　彼女はすぐに上体を起こし、やはり思った通りの何も目視できない暗闇を通してこの場にいる人を雰囲気で察すると右目にかかって邪魔な髪の毛を整えていったん立ち上がり、またベッドの上に座り込んだ。

「何なの」

「これからのこと。この先に行くとどうなるのか」

「なるほどね」彼女は言ってから右手人差し指に光を点けた。淡い光がぼやけた輪郭を明らかにする。

「体力は持ちそうなの？　この先は天候もこんなものじゃ済まないしそれ以外の要素だって」

「覚悟はしてきたよ。でも……」光がユウの持つ杖に集まった。

「その杖でも間に合わないか。それにあたしの……」

「今どの辺だか分かる？」

　ディアナはベッドから立ち上がり、机の上に広げてある地図を見た。赤い線でエーノから北部に向けてずっと線が引いてある。目標地点と時間により見えるはずの太陽の場所の推測値。星の見える角度。事前調査で分かった海流の動き。

「この通りに行っても、多分三日後にはもう地図は飾りだけのものになってしまう」あたしの中の憧憬を頼りに進むしかない、とは言えなかった。空はまだまだ遠くにあった。

「それからこっちに来る前にジェネとルージュに聞いておいたけど、船体にも少しダメージはあるって」

「維持は出来そうなの？」

「出来る構造にはしてるけど……。嵐がこの程度で済む保証はないよ」

「ユウは多めに見積もって後何日だと思う？」

「分からない。このペースなら食糧が尽きるまでは持つはず。でもこの先に何があるのか……」彼女は目をそらした。ディアナは地図に目を落とした。




　次の日の航海は順調だった。青空が広がり、透明な海の上を駆けていく。だから食事を取るのも安心だった。しかし海に住んでいるのはどうもよく分からない生き物だった。クラゲのような皮膚の魚や二つの目が正面を向き、腹にもう二つの目がついているもの、別種の植物が沢山、複雑に絡み合い一体として生活している浮き草、そして突然海から飛び出して船に飛び乗ってきたいるかのような生き物。

「思ったより量が多いな」

　ユウが魔法で釣りをしている間、普通の方法で釣りをしたジェネも言った。

「保存します？　魔法で乾燥させればそれなりには大丈夫でしょう」

「やめた方がいいな。明日中に食べきれるようにしよう」

「だけど……」さらに多くの海産物を抱え、ユウがやって来た。

「潮気が想像以上に強い。果物、野菜がどこまで持つのか」

「普通の海じゃないことは覚悟の上だったけど」ディアナはコンロに火を点け、ふーふーと息を吹きかけて火を大きくした。

　彼女たちは昼食を時間をかけて楽しんだ。そして航海を再開する前にもう一度船体を点検するという二人を見送った後、特に話すことも思い当たらないのでホールから出て自分の部屋で横になった。




　応急処置が終わったらしいのでディアナはユウと一緒にまた甲板に出た。まだ陽の光はある。そして空も。またこの感覚だ。早くその場所に……。

「遅れを取り戻せる？」

「船に無理をさせない方がいいよ」

「天気は大丈夫そう？」

「ルージュさんの予想では大丈夫。今日と明日は進めるところまで進もう」

「分かった」

　予想の通り、日が落ちても天気は相変わらずだった。ただ予想外だったのは夕焼けがなかったこと。空は青のまま、薄くなりそして闇に変化した。天気がいいので表でディナーをすることに決め、焼き魚を食べられるだけ甲板に持ち込むと普段は見られない星を見ながら食べ始めた。

「あれ、あの星」ディアナは指さした。

「月の横。ええと、反対側にライラがあって……その間にあるのはヒースかな……その少し上だから……」

「反対側の白いのはノーンティクですね。あれは……」

「あんなところに星はあったかしら」

　ディアナはある可能性に気づいた。そして彼の方を向き、言う。

「指輪貸して」手を差し出すと、ややあって無言で渡されたそれを早速天に掲げる。月明かりに照らされた彼女たちのいる場所と少し離れた所に届く、反射光は四つに分裂していた。

「赤……青……黄……緑……」

「これはまさか」

「実在するのか」

「らしいですね」

「大地を護る四精霊……」

　ディアナが呟くように言った。

「私が信じてたのはもっと別のものなのにな」言いながら彼女は持っている宝石の杖を握りしめた。

「東の方か……」彼女はその方をじっと見つめた。




　結局鏡の指輪もディアナが持っておくことになった。しかし部屋に戻っても何だか落ち着かないので彼女はジェネとルージュの部屋に遊びに行くことにした。

「こんばんは」ノックもせずにドアを開く。

「何か用ですか」

「お酒はある？」「積んでる余裕は……」「隠してあるんでしょ」彼女は返事も待たずにユウを呼んでくると言って部屋を出た。ユウを連れて戻ってきて、さらに寝る前の仕事を終えて部屋に戻ってきたジェネを問い詰めると、彼は鞄の中からワインを取りだした。「安物だけどな」と断ってからみんなに振る舞い、遅くまで過ごした。




　次の日も問題なく過ぎ去った。

「順調、なのかな。ディアナ」

「この先ね。昼前には観測地点を越えてる。もうあたしたちはどこにいるのか分からない」

　しばらくしてからふと海の声がおかしいなと思った。潮風は優しく彼女の肌を撫でる。夕焼けは見えないが、しかしだんだんと昼間の青い空も淡く儚くなっていっているような気がしてならない。この後何があるんだろう。あたしたちを覆っているこの世界には。

　夕食の時も今日は何もなかったという話をお互いに報告しあい、ディアナは昨日のお礼と持ってきたお菓子を分けてあげた。凍った果物だ。やることを一通り終えると、この先は本当に何が起こるか分からないと最後に確認すると眠りについた。




　風の音。風？　風は風でも竜巻。そういえば近所の森を跡形もなくしたのは大嵐だっけ。それともあたしだっけ。そこであたしは遊んでた。あたしの遊び相手はお兄ちゃん。でもお兄ちゃんはもういない。そう、あたしの両手の中にはいない。

「ちょっと心配だな」あちこちが悲鳴を上げている。ここでダメージを受けるとこの先が分からない。嵐の規模を知っておく必要はあった。でもこの中を歩けるだろうか。窓から外を見つめると雨は降っていなかった。ほぼ満月に近い月が嫌なほど明るく海を照らしていた。

　何とか立ち上がり甲板に出ると、あちこちで風に巻き上げられて海が天に昇っていた。抑えないと駄目だ。ユウ一人で大丈夫だろうか。彼女だけでは駄目。瞬間、ディアナの左手に何かが触れる。暖かい。そして冷たい。有機物と無機物が同時に接してくる。プラスとマイナス。彼女はそっちを向いた。ディアナがいた。彼女は彼女と手と手を合わせた。そうだ、これを止めることが出来るのはあたしなんだ。そう、他でもないあたし。

「思えば風に乗って空に行くことが出来ればどんなに幸せだっただろう」

「クラウディア家のように空にあこがれることが出来ればあたしは少なくとも地面に這いつくばって生きることは出来たかも知れないのに」

　目を閉じて指輪に願いを込める。飛ばされそう、海に投げ出されそう。闇夜に放り出されそう。ひときわ強い風が彼女を襲った。明らかに身体が宙に舞ったと思う。海に落ちる。しかし、覚悟を決めて目を開くと前にはジェネがいた。

「助けるのも一苦労だな」

「どうやって」

「これくらいは出来るものさ」

　彼女は何かを察した。それから嵐が収まりこそしなかったものの弱くなったのを確かめると二人は船内に戻った。




　翌日からは海は荒れに荒れた。ユウがそれを抑えると別な要因が湧き出てきて、結局どうにもならない。先に進めているのかも疑問だった。むしろ波に押し戻されているのかも知れない。食料庫にとってあるものを最低限食べるにとどめ、彼女たちは今後の予定を話し合った。

「想像以上。それに何だが私の知ってるものと違う。ただの嵐じゃない気がする。ここから先に行かせまいとする何かもっと別の力……私たちはこんなところに来ちゃ駄目だったとかそういうもっと別の意志を感じる」

「歓迎されてないと」

　ユウは頷いた。

「ここが終点なのかな……でも」

　自分がどこかにいるような感覚。周りの情景が急速に色あせ、色づき、別な光ともう一つの闇とが調和して彼女と向き合っている。赤、青、緑。全てが存在する輝かしい領域に自分がいる。ここはどこ。どうやったら行けるの。

「かつて大地を生み出したデュスト＝クルスターは人間の世界の果ての先に神々の住まう領域、星域を設置しました。つまり今の僕たちのいる場所はユウさんの言うとおり人間には不可侵の場所なのかも知れません」

「手を伸ばせば星に手が届くのにそうですかと帰るわけにも行かないだろう。そうだとして、この先どうするんだ。相手は神様だぞ」

「神が何なのかは置いておきますが、ここまでの指輪の導きはまだ働いてるんですか」

　ディアナは左手を広げ、テーブルに音を立てて置いた。

「確かめてこようか」

　周りの肯定の意志を受け取り立ち上がると彼女を先頭に全員が表に出た。雨が降っていた。

　彼女たちをあらゆる方向から叩く激しい雨と風の中、ディアナはガラスの指輪を空に差し出した。光は船の舳先ではなく、横方向に蛇行しながら突き進んでいった。ディアナは指輪を突き出したままその方向を、ジェネは暗雲立ちこめる空を、ルージュは自分が起こした魔法の明かりと船の向いている方向と光の方向を順番に、ユウは二歩下がり、彼女たち全員を見据えた。

「どうもあたしたちは向きを間違えてた見たいね。ここで嵐が収まるまで待つ？　それとも先に進んでみる？」

「夜の航海は避けたかったけど……でもこのままいると永久に動けないね」

「ともかく行ってみましょう」

　相当激しい嵐なので準備も慎重にやり、それから動かしてもしばらくは大丈夫だと確かめてからようやく一行は出発した。指輪の導きの通りに船を操ると、想像に反して嵐自体は収まらなかったが、向かい風はなくなり追い風が吹き抜けるようになった。雨はますます強くなった。彼女が波の砕けるのを見ると、突然ひときわ大きな波が船にまでやってきて彼女に覆い被さった。

「あれ」

　ディアナは濡れた右手を見つめ、それから人差し指をなめた。さっきと同じだ。

「しょっぱくない」

「どういうこと？」縁を掴み、身を乗り出して海をよく観察する。生み出した魔法の光が月のない真っ暗な夜を照らし、明暗を生み出す。

「……あるのは、影」

　それを見つめていると、彼女は自分の中にある衝動を感じないで済んだ。そうだとしたらその次に生じてくるものは決まっている。一歩前に踏み出すだけでいい。そこにたどり着くことが出来る。誰もが望んでいない場所、それは彼女が望む場所。光の中にあろうとするなら彼女が目指す彼方。

「あたしはいつまで……」

「何言ってるの」

「ユウ。大丈夫？」

「それはこっちの台詞。心配して欲しいときには素直にそう言っていいんだよ。それから後で服を乾かさないとね」

　その後は二人で海を見ながら夜が明けるまで船を進めた。




　何日かは分からないがしばらくの間は順調に進むことが出来た。それなりのペースで消耗した食料庫の中身はもう半分に減っている。海水が真水になっていることは調べてみたがどうもよく分からない。それに少しずつだがディアナの思っていたとおり昼と夜の境界が曖昧になっている。そろそろ終わらない夜がやって来そうだった。航海の方法を変える必要がありそうだった。その日からはルージュが辺りを照らす役に買って出た。もう太陽が出ていてもその光は弱々しく、世界を照らすには足りていないからだ。それに全員にそれだけですめばいいという懸念はあった。ばらばら。何か大きな音がした。それから続いて同じ音。それが連続して聞こえてくる。どんどん。何かが船を叩いている。

「何？」

　ディアナはホールから出て、廊下の前後を見回した。

「甲板に……」

　誰かがディアナの手を強く引いた。

「やめて！」

「ユウ」

「危ない！　今降ってるのはひょう。拳ほどもある」

「いよいよ、表にも立てなくなったわね」

　それから確認が必要なときに数回甲板に出ることに決めてこれ以降はホールで船を動かすことに決めた。




　いくら意志の力で動かしているとは言っても風の動きや波の音、自分の向かう場所の目測がないと船は操縦しにくい。全てを想像する。自分の今いる場所、見えるもの、行きたい場所。ユウが結界を張ったというので確認のために表に出る。夜だった。もう虹色の星もひときわ大きな星もそこにはない。あるのは月と、緑の星と点滅している星と、まるで輪を描くように動いている星。そして散らばっている細かい星達。

「これからどこに行くんだろう。そして」

　それらを考えながら、現状の把握に努める。海は荒れているが、まだ大丈夫。空には雲一つ無い。風はやや強い。そして。

「だんだん寒くなってきたな」

　エーノや白い草原の身を切るような寒さとはまた違う、自分たちが弱くなっていくような寒さ。凍っているのはあたしたちじゃない。




　彼女の思っていたとおりだった。夜明けは来なかった。月が消え、星が消え、しかし太陽は現れず闇が辺りに充満していた。その様子を見て休みが必要と言うことでジェネを見張り役にして三人は仮眠を取ることにした。揺れている船内で何とか眠ろうとする。身体は疲れているのにどうにも眠れない。眠らないと。ここにいてはいけない。目を閉じて。さあ、早く。

「もうあたしは夢なんて見ない」

「あんな下らないもの」

　熱い。冷たい。熱された冷たい金属の刃。持っているのは誰。少女の影。欲しいとは願ったけど手にすることは出来なかった。でも何で熱いの。肌を焼かれる感触。もっと燃やして欲しい。刃を振り上げる。誰が。誰に。彼女たちの姿が同時に目に入る。二人はお互いに彼女を見ていた。ディアナはおぞましい寒気を感じ、そして急速に意識を引き落とされた。

「ああ、なるほど」

　彼女はベッドから落ちていた。

「あんまりいい気分じゃないな」

　一息つき、まだ残っているお菓子を取り出して全部食べてしまうと部屋から出た。

「ユウ、起きてる？」

　返事はなかった。しばらく考えてから結局ドアを開ける。

「起きてたのね」

「まあ、ね。目が覚めちゃった」ユウの手には杖があった。

「この杖、見つけてからずっとさまよってた。何故かコーデリア本家にもルーテクスにも行かず。バカみたいよね。それなのに何で都合よくあそこで……そう、もう滅んでしまったコーデリア本家でディアナと出会えたんだろう」

　ディアナは彼女の横に位置を変えた。

「私はずっと求めてたんだって。この杖の持つ力や運命に屈することのないものを」

「どこにあるのか分かったの？」ディアナは左側、彼女の横顔の方を向いた。ユウは正面を向いたままだった。

「まだ。でも近くにはある」

「……さて、先に進もうか」

　二人はホールに向かった。




　しばらく船を操舵しているとやがてジェネがやってきて食事を取るように促してきた。どうやら彼は隙を見つけてまた魚を色々捕まえてきたらしい。ただ問題があった。

「捕まえては見たが、前からの通りやはり毒があるみたいだ。食料もそろそろ考えないといけないがこの魚はどうしようか」

「調べることは出来ないんですか」

「浄化は出来るけど、失敗したときが怖い。まだ大丈夫よ」

「もう食べる回数は一日一回まで削ってる。本当に怖いのは倒れてしまうことだ」

「あたしが思うに……」近づいてる。もう少しだ。手を伸ばしても届かない。だけど。「ううん、何でもない」そう言って発言を取り下げ、結局そろそろ非常食も配分に混ぜると言うことで結論した。

　量の少ない食事を終えて、またユウと二人でホールに入る。それからしばらくしてルージュが入ってきた。彼は表に星が出てきたと教えてくれた。しかし北側は星が沢山きらめいているが南側には雲があり、それがどこまで及ぶか分からないとも。微風があった。

　ルージュは眠りについたジェネの代わりに構造の維持に向かい、ディアナ達はまた操舵を始めた。その後彼女は今のうちに場所を確認しようと表に出た。言っていたとおり穏やかな気持ちいい風が吹いている。空は黒と黒がグラデーションする不思議な色合いをなしていた。指輪を前に示す。ガラスの指輪だけではなく、鏡の指輪も。二つの光が交錯し、そしてそれらは向かっていく。先に向かい、そしてたどり着く。彼女の手元に。ディアナの銀色の瞳が幾分暗くなった。

「薄々感づいてはいたけど」

　そうつぶやき、また船内に戻った。




　そうだ、もう終わりだ。もう終点。現にここには無いじゃない。太陽も何も。




　数日後の夜、ディアナはみんなが止めるのも聞かず大嵐の中甲板に出た。

「ごめんね、みんな」

　一言だけ断ってから、船が壊れるのも構わず高速で動かす。これでいいんだ。それにそうだとしたらどれだけ慎重に進んでも駄目だし、どれだけ早く進んでも結果は同じだ。もしも手を伸ばして届かないならもう一歩前へ。それで駄目ならまた一歩。しかしもしも相手が後ろにいたら逆に離れてしまう。それでもあたしは進むしかない。どうやってでも。バランスを崩し、倒れそうになった。このままだと階段に転がり込む。彼女は覚悟を決めた。しかし何かに支えられる感じがして再び浮かび上がった。彼女の周りには船の上と別のものが広がっていた。空は夜のままのようだったが、あらゆる色で構成された光の帯が広がっていた。そして満月が彼女を照らし、星達もまたそこにあった。闇の中にあたしはいる。もう少しでそこに行ける。あるいは既にそこにいる。彼女はさらに進もうとした。光ある闇の中へ。呼んでいる。早く。光と闇と彼女との距離は縮まっていった。光は小さく彼女の目の前に纏まりつつあり、闇はむしろ覆い被さるように、しかし優しく彼女の全体にあった。何ですぐ傍にあったのにあんなに沢山壊したんだろう。目の前の光に手を伸ばす。炎でエアの大樹を焼き尽くした。闇は熱を帯び彼女の肌に触れてきた。そして右手には炎があった。緑の調和した公園でだ。ルーン＝フィン＝エルファース記念公園。何で彼らはそれを元に繋がってるんだろう。あたしはその中にいない。そして彼らの彼ら自身の姿を炎であぶり出す。それだけなんだろうか。ただ相手が欲しかった。そう、誰でもよかったんだ。また、光の帯が形を作る。それよりさらに昔の話。お兄ちゃん。何したんだったかな。何してくれたんだったかな。そうだ、楽しかった。あたしはだから駄目だった。楽しいのはあたしなの。お兄ちゃんなの。二人とも楽しいとしたらそれは何になるの。そうだ、あのとき見てたのはお兄ちゃんじゃなかったんだ。遊んでくれた。楽しかった。でも、あたしがやってしまった。記憶にないことを光と闇はお互いになしていく。彼女は大きな石を手にしていて、兄は座り込んで新しいおもちゃを作っている。ゆっくりと背後にまわり、両手を振りかざし、そして振り下ろす。だからお兄ちゃんはあたしの両手にはいない。

「でも、今のあたしはあたしの両手にいるのかな」

　まただ、彼女は思った。いつかよりも遥かに強くそれはわき起こる。それは目の前にあった。

「父さん」

　ずっとそれらへの憧れを内に秘めていたら父さんはあたしをルーテクスに送ろうとした。手に負えなくなったんだ。あたしはそんなみんながいるところには行きたくない。あたしはもっと違うところ、そうだ、もっと何かに満ちているところ、そんなのあるの。今はあたしの目の前にある。そして手元にはあのとき持っていたもの。銀色に輝くナイフ。でも何を反射して光っているの。太陽は照っていたっけ。

「あたしは太陽は信じない。太陽を信じてる父さんを殺めたら、その場所に太陽はあるの」

　あるのは返り血を浴びたあたしと、そのまま家から出てさまよっていたあたしを見て驚く村の人たちだ。みんなプレゼントを持っていた。あたしの誕生日だったから。

「そういえば、あのときはこのまま殺されていいと思ったな」

　許されてしまった。そうだ、あたしの心にそれがずっと重くのしかかっていた。だから炎を放ち、半ば逃げ出すことで自分を罰してきたんだ。

「あなたはどう思うの。ディアナ」

　光と影が一緒になって目の前にいた。

「あなたは何なの」

　彼女は周りを見つめた。それから一歩下がり、全ての光と闇が消え失せた場所でゆっくりと唇を動かした。

「あたしは混沌」

　光と影のディアナと混沌のディアナは向き合ったまま、最果ての海でさざ波となった。彼女の右手と彼女の左手は重なり合い、世界には色彩が折り重なった。


四つの涙







失われた。

私の未来は、彼と共に消え去った。

だから、それだけが希望





エリス＝コーデリア『金色の乙女』



　彼女はため息を吐きながら部屋の片隅に目をやった。昔、ちょっとした冒険の果てに手に入れた魔法の杖。白く輝き、そして全体がで作られたもの。そして、ずっと誰も見いださなかったもの。だから思う。何故私が見つけてしまったのと。あのまま眠っていれば、暗闇の中にあればきっと何も変わらなかった。

「そう、私もあのままでいられた」

　彼女はもう一度ため息を吐き、窓を閉じると机に向かい万年筆をもう一度動かした。

「また、だよね」

　かつて臨んだ航海に思いを巡らし、ひたすらに文を進めた。




「もう冬か。ほら、吐く息だって白くなっちゃう」

　薄手のコートを一枚だけ着て表に出ると雪が降っていた。先ほどの手紙を封筒に入れ、郵便局を目指す。本通りを抜け、人通りの少ない脇道に入り、駆け足で抜けると北通りに出る。坂道を駆け上がり、エルムの並木を両手に、少しカーブした道を行くと右手に目的地が現れる。三階建てで一階が窓口に、二階に伝書鳩を飼育し、三階が展望台になっていてカールソラーナの海を一望できる。用を済ましたユウは自分宛の手紙が届いていないか確かめ、それから展望台に出ることにした。




　まだ昼なのに日光は弱々しく、冷たい風が身体に吹き付けてきた。雪は既にやんでいた。

「これから始まったのか」

　何かが呟かれた。

「受け取ってしまった、あの手紙」

　柵に身体を預け、前に上体を突き出す。

「ずっと考えないようにしてた……。出来るなら無視して、なかったことにしようとした。私はディアナみたいにはなれない、最初から無理だから」

　もっと腕に力を込めると、バランスを崩し落ちそうになったが、逆に乗り出して体制を保った。地面から身体が離れ、文字通り全身で大気の冷たさを感じる。

「誰か後生に託せばそれでよかった。そう、そのはずだった。私は何もしなくていいはずだった」

「さあ、ユウ。ディアナだけ前に進ませて、自分は何もしないのは不公平じゃないかしら。あの杖を、見つかった日記を、そして私に出来ることを」

　やり遂げなさい、という言葉はどれだけ振り絞ってものどを振るわせなかった。




　そういえば、あの頃のようには動けなくなったな、と思った。走ろうと思っても思った通りに身体が動いてくれない。往路だけでも出来たのは救いだろうか。辺りはよりいっそう肌寒くなっていた。冷たい風が骨まで冷やす。

「きっと、ディアナが求めてるのはこんな感じなんだろうな」

　自分の身を切るような寒さ。

「しかも」

　彼女はそれに耐えることが出来た。

「私はどうなんだろう」

　空を見上げ、青い瞳で呟く。

「あれから十年。私は一歩も進んでいない」




「お姉ちゃん、あれとって」

　まだ、そう見えるんだと思った。彼女は笑顔で声のした方を向き、それから少し手の届かない位置にある風船を見つけるとどうやって掴もうか思案した挙げ句手を伸ばし、地面に向かう風を起こしそれを揺り動かした。冷たい風が辺りを襲う。

「ごめんね」言いながら赤い風船を手渡し、また歩き始める。いつの間にかどこか分からない所に迷い込んでいた。ゆっくりと視界を覚醒させ、ぼやけた空間感覚をクリアにする。そうするとどうやら山側に来ていたらしいことが分かった。このまま行けばセーンのエウス山脈。深い雪に覆われた場所。せっかく来たんだし何かしよう。そう思って近くに何があるか思い出そうとするが、もやがかかったような感じがして何も見いだせない。

「知り合いがいたはず……」

　そうだ、みんな私とは違うんだ……。あれ、勝手にどこかに……。私は何をしてるの……。それからふと自分が急速に、客観的に目に入る。このままじゃ駄目だ。やっぱりそうだ。ともかくやり遂げないと。でも。

「私はどこまでも孤独だ」

　はっきりとその言葉が寒空にこだました。




　結局、昔の友達を集め昼食をみんなで食べてからユウは家まで戻ってきた。どうやらもう夕市が始まる時間のようだった。食料庫を見てみると思ったより食べ物はあったので今日の買い物は無しにして彼女はこれからの時間を過ごそうとした。無音。何の物音もない。ソファに転がり、そのまま。私はどこにいるの。息づかいが、鼓動が。暖かい。寒い。どっち。分からない。ここにあるのは何。私は何を見てる。あれは暖炉だ。炎は消えている。ああ、だからか。それなのにユウの身体は動かなかった。




　ランプに明かりを付け、それから薪をくべようとしてもう残っていないことに気づき愕然とした後で料理をどうしようか悩み結局保存食を持ってきて空腹だけ満たすことにした。それから明日からの予定を思案する。どこに行くべきなのか。それからどうするべきなのか。しかしどれだけ考えても分からなかった。何かもやもやしたイメージが浮かびかかったが、それが何なのか分かる前に彼女は落ちた。




　目の上のあたりがずきずきと痛む感覚。それと、平衡感覚もおかしい。あれからどうしたんだっけ。そう考えながら起き上る。寝室にはいなかった。ここはダイニング。テーブルに目をやるとワインの空き瓶がいくつか転がっている。どれだけ飲んだのかわからない。私一人で？　とんでもないな、と思いながらもともかく思い通りにならない身体を動かし酔いを覚まそうと窓を開く。気持ちのいい朝だった。鳥のさえずりと乾いた風とが同時に家の中に入ってくる。手を伸ばし、深呼吸。これなら航海も安全だ。

「そういえばたった一年前か……」

　忌々しい事故の記憶。荒れてもいない海で起こってしまった。あれ、荒れてたんだっけ。

「何が原因だったんだろうね」

　酒瓶と一緒にいつの間にかダイニングに移っていた宝石の杖を見つめながら呟いた。




　港に行き、名前の刻まれたカードを出す。特別室を用意され、そこで荷物を下ろし、ほかの部屋と同様やはり質素なベッドに座りこむ。二段ベッドではないだけ広く感じられるという程度だ。窓が広いのは開放的だった。そこから広がる光景は嫌になるほど青と白とにまみれていた。とりあえずの安全を確認し、ユウは窓辺に立ち、手を伸ばした。海が見えた。そこに浮かび上がる、小柄な女性の姿。長い髪を真っ直ぐに下ろし、シルバーのネックレスをアクセントに毛糸のカーディガンで最低限を表現した格好。彼女はこっちをじっと見つめていた。二人の手と手が繋がる。冷たい感触。もう一度見つめる。彼女は海の向こう。私は船の上。二人は一緒だ。

　ふっと、彼女は消えた。ああ、だから海は大好きだ。







　どうでもいい男からの手紙を暖炉に放り込み、それからホットカクテルを一息で飲み干して空になったグラスを手で転がす。全く、朝から気分の悪いことだ。ディアナは立ち上がった。

「寒かったでしょう。お入りなさい」

「久しぶりね。こっちはどう？」

「どうってことないわ。その格好、寒くない？」

　ユウは左手を広げ、胸に当て、ディアナを見つめた。彼女は答えず立ち上がり雪を集めて作った即席の冷蔵庫から飲み物を取り出した。

「これ、そろそろシャーベットになってると思う。結構美味しいよ」




　何もなくてごめんねというディアナの言葉通り、テーブルの上には大したものは並んでいなかった。何か持ってくればよかったなと彼女は思ったが今更遅い。

　ひとしきり話し込んだ後、食器を片付け二人はまた椅子に座り込んだ。彼女の右手には透明な輝き。目線の高さまで持ち上げて見つめると表面にディアナが、内側に中指が、それからその先にユウが見える。また、昔みたいに戻れるのかな。彼女は相手の左手をじっと見ていた。今ならその気持ちがよく分かった。大丈夫、今なら……。

「ねえ、二階に……」

「大丈夫？　まだやめた方がいいと思う」

「私は平気」

　ユウは立ち上がった。




　壁には一面大きな絵が掛けられていた。二人の女性と二人の男性が一緒に描かれた肖像画。ディアナは椅子に腰掛けその脇にジェネが、そしてその後ろから斜め前方を向く形でユウとルージュが向かい合っている。背景の窓からは光が射していて、右側から茶色い壁をグラデーションしている。油絵で描かれたそれは大胆に、しかし繊細に彼女たちを表現していた。二人はじっと見入った。沈黙が流れた。

「この絵、そろそろ外そうかと思うの」

「……」

「あんまり感傷に浸ってもよくないから」

　彼女は答えに詰まった。言葉は思いつくのにそれを音声にすることが出来ない。

「あんな事があったんじゃね」やっと、はき出すようにゆっくりと空気を振るわせる。

「私は……」

　あのときと同じだ。揺れている。音。何かが壊れる。人の声。助けを求めている。人の声。違う、私の声。逃げだそうとした。誰。全員がこのままじゃ。ああ、ああ……。

「だからこのままじゃ駄目。それから」ディアナは絵からユウに向きを変えた。

「きっともう終わりなの。そして」彼女は答えを促した。ユウは頷き、左手を広げた。薬指に指輪がはまっていた。それはこの場の全てを反射していた。




　ユウは動こうとした。しかし動くことが出来なかった。視線だけをそらし、その場に崩れるようにして座り込む。ディアナは音を立てずその場から離れた。突然辺りが寒くなった気がした。悪寒が下半身から駆け上がってくる。それに何だか息苦しい。目の前には何がある。膝の間についていた両手を前に伸ばそうとする。明確に。左手をはっきりと。手を広げて。大きな音がした。彼女はとっさに立ち上がり、階段目がけた。

　一階を見下ろすと、やはりディアナが転んでいた。大丈夫、と声をかけ、それから下階へ向かう。彼女は立ち上がろうとしていた。しかし思うようにいかない風だった。

「ちょっと見せて」

「平気。少し待てば立てるようになるわ」

「……」ユウは無言でディアナのスカートを捲り、痣が出来ていないか確認した。

「見た目は大丈夫」それから、付け加えた。「左手、やっぱり……」

「そんなんじゃない。でもちょっと、やっちゃった」

「まさか！　その手で身体をかばったの！？」彼女は数刻沈黙し、数回瞬きし、それからやっとの事で言った。

「大したことないって。ほら、ね」

　ディアナは左手を振り上げ、左右に振った。しかし立ち上がりはしなかった。

「ここは冷えるから移動しようか。肩貸すよ」

　ゆっくりと手を持ち上げ、いやがる彼女を半ば強引に暖炉の前の椅子に連れて行った。




　何かの拍子で火が弱まっていて、再点火の必要があった。赤くパチパチと音を立てているそれから火傷をしないように気をつけながら大きな木片を取り去り、小さな薪を少しずつ加えていく。真っ黒な炭の山が出来上がる。これはもう燃やせないなとユウは思った。強い火がいる。何かが考えを起こす。違和感。あれ、さっきからディアナの声がしない。後ろを振り向く。相変わらず気配のない人。違う、この木炭を使うなら高い火力がいる。そう、炎が。ユウはいつの間にか自分で自分の表情を見つめていた。彼女の小さな顔が丸く左手に映っていた。

「ディアナ！」

　大きな声を上げる。返事はない。

「何してるの！」炎が少し強くなった。彼女の身体を温める。ユウは立ち上がり部屋を順番に見て回った。心配したこと、ディアナが油か何かで火の勢いを増そうとしたのではないかということはすぐに否定された。一階にあるほうの寝室の窓が開いていた。カーテンと窓が風に揺れている。近づきそこから表を見る。

「そんなところで何してるの」やっと、笑顔が出せたなと思った。

「ちょっと転んだところが火照ってきてね。冷やしてる」

「言ってくれれば雪くらい持ってきたのに」

　でも、一人になれるのは、誰かと明確に異なった行動をとれるのはいいことだなとユウは思った。

「でも風邪ひくよ。どうするの」

「今夜はカボチャのスープにするから。生姜を加えれば美味しい」

　カボチャなんてあったっけ……と思ったが意味にすぐ気づき「じゃあ買い物に行ってくる。月が出るまでには帰ってくる」と答え彼女は窓から飛び出した。雪は思ったより深かった。




　思ったよりきついな、と彼女は思った。少しずつだが全身がおかしくなりつつある。このままじゃ大変なことが起きる。さっきだってそうだ。ただ転ぶだけなら右手を使えばいいのに左手が伸びてしまった。そして。

「衝動的に窓から飛び出してた」

　まだ言うことを聞かない身体を動かしながら言った。

「少しだけ一人になろう。そう、一人に」

　言いながら目の前に浮かぶのはかつて最果てを目指した仲間の面影。彼らはもういない。自分を含めて。

「ああ……あたしはどこまで……」

　もう一度。輝きが。右手に携えた二つの光。鈍い音。ああ、まただ。またやってしまった。それからもう左手は使えない。




　辺りが闇に落ちたのでルビーで明かりを付けてそれから暖炉の火を強める。そうしているうちにユウが戻ってきた。両手にカボチャとジャガイモとを抱えている。二人は協力し合って夕食を準備した。カボチャの芋入りスープだ。

「暖かいうちに食べないとね」

「あたしはどうしようかな」

　ユウの目に懐かしい光が飛び込んできた。

「ちょっと待って」

　彼女は自分の左手を見つめた。

「あ……」

　ユウは左手をディアナの方に伸ばした。

「光、よ」

「また光り輝いてる」

　ディアナも右手を伸ばし、二人の手が絡み合った。

「これはどういう……。もうあたしは役目は終えたと思ってた。そう、指輪なんてもういいと……。でも……」

「まだ何かある。そう、何かが。私が」

「あたしじゃないの？」ディアナは自分を指さした。それから相手の方を見つめると彼女の瞳は銀色に輝いていた。

「そう、私。今度は私の番。終わらせないといけないんだ」

「鏡に映された、もう一人の私を」







　彼女は砂漠を渡っていた。緑の類は余り好きにはなれなかったからだ。乾いた場所で砂と暮らす方が性に合っていた。とはいえ当然食べ物は必要だったし、完全に砂漠にしかいないわけにもいかなかった。

　ある仕入れの時、自由都市ディーターに入った。殆ど人はいなかった。街は荒れに荒れていた。女の子が出向くには危険すぎる。しかし何でだろう。この退廃した、殆どもう正常とはほど遠い街に何かがある気がする。そう、砂漠の砂が太陽を受けて金色に見えるような、あの感じ。そして危険から逃れようと歩んでいくといきなり足元が崩れた。彼女は落ちて行った。暗闇の底へ。

「あれ、痛くない」

　奇妙な感覚。落ちて行ったはずなのにむしろ浮かび上がったような、そんな感じがする。いつか湖の底に潜った時の、あの感じ。

「誰。私を支えているのは」

　しかし言葉は闇に吸い込まれていった。

　周りにあるのは真の闇だ。どこに行けばいいのか。どっちが上でどっちが下なのか分らない。そして自分の衣服を通して熱気、そう、灼熱の太陽に焼かれる感じがする。それはバーベキューの時の炎とを同時に受けたような、しかも火傷の後にさらに火を押し付けられたような感じ。彼女は歩みだした。しかし動いている感じがするのはユウではなくてむしろ闇の方だった。纏わりつく闇が前後左右、彼女の動きに合わせて移動していく。夜の移動のときは星と月と自分とどれがどこに向かっているのかが段々分からなくなる、あの感じだ。ただ今は最初から分らないという違いはあったが。ゆっくりと、一歩ごとに息をつきながら闇の中を動く。

「私は」

　突然、鏡の中の私が言葉を発した。

「私は光だ」

　私もそれに、未来に、過去の自分に向けて話す。

「闇の中で全てを照らす光だ」

「たとえ周り全てが暗闇だとしても」

「私はそれをただ明るく染め続ける」

　あ、と思った。目の前に光がある。宝石で出来た杖。それはまばゆい光に見えるにもかかわらず、辺りにある闇全てを形作っていた。ユウは恐れた。しかし彼女は何か、まるで右手と左手が言う事を聞かないかのように、それに向けて左手を伸ばした。白い光が散乱した。彼女は左手を右手で抑え込み、クリーム＝コーデリアの杖を手にした。







　次の日、約束していた人がやってきた。エリス＝コーデリアの書いた自伝小説を発見した人だ。

「やはり、それです」一通りの話し合いの後に彼はユウの持ってきた杖を指した。

「クリーム＝コーデリアの使った杖。伝承ではずっと発見されていない」

「でも金色の乙女の中にその記述はあった」ユウは彼の方から杖の方に向き直って答えた。

「そうです。この杖がそうだとしたら未解読魔法の術をようやく解き明かせるかもしれません」

「ちょっと待って」ディアナが口をはさんだ。「そうだとしたらこの指輪の謎も一緒に……」

「そこまで行くとちょっと難しいかな。指輪に絡んでいるのはそれだけじゃない気がして仕方ありません」

「そう、コーデリア家だけじゃなく……」ユウは俯き加減で行った。

「ちょっと待って。そうだとしたら向かうべきは……。そう、あたしたちが今度……」

　その言葉に反応するかのように指輪がまた、今度は近づけてもいないのに共鳴した。木製の壁に向けて突き進んでいる。見えるのはずっとその先。しかも光は四つに分裂している。見える先。光の向う先。四つの果て。

「ああ、間違いない」ユウは立ち上がった。左手の光が揺れ動いた。

「東の果てだ。ずっと遠く、希望と絶望の交錯する場所。そこは私たちがかつてとこれからを分かち合う場所」

　無意識的に動いていた。気づくと杖をつかみ、両手でそれを前に構えていた。

「さあ、始まるよ、ユウ。私の、私たちのこれから。私がようやく」

「前に進む時が来た」

　窓から吹き込んできた風が彼女の金色の髪を撫でた。







　彼女は夜の海を見つめていた。そう、夜。いつも変わらない。彼女の周りには昼も夜もない。ただ指標になるものがない。だから周りは常に夜だ。

「結局、自分から捨てただけ」

　潮風を正面から受けながら言う。

「幾度となく自問自答した。これからも変わることはない」

　そしてまた船に乗り、しかしそこで彼女は変化を経験した。




　最初、彼をよく分からない人物だと思った。自分の内面を見透かしているようで、しかしそれに対して別に彼自身を見せつけてくるわけではない。彼女は自分の正体を隠していたがしかしそれは無意味なものだっただろう。それから彼女は秘められた力──空間を操る術──を示し、結局知り合った全員に正体を、自分が次期コーデリア家当主エリスであると明かした。そう、強大な力を持った家から、母から逃亡した弱い女性であると。







　もう果てを目指せる頑丈な船は手に入りそうになかった。食料もない。しかしユウはそれにむしろ満足した。安易な言葉が出そうになり、口元に手を当てる。別に死を追い求めているわけではない。たどり着きたいのはきっともっと別の場所。

「私たちが……」

　ディアナとユウの名前で何とか用意出来た簡易な船の甲板で帆を広げ、自身も両手を広げながら言う。

「私たちがありのままで目指すことの出来る極限点。誰もがあることの出来る、しかし理想の場所。特別じゃない普通の自分が、文字通りの自分自身としていることの出来る、そんな場所。私の最果て」

　誰かがそこに行きたいのと言ってくるような気がした。ディアナだと思って彼女は辺りを見回したが誰もいなかった。

「気のせいかな」

「気のせいじゃないよ」

　やっぱり誰かいる。しかし気配はしない。疲れてるのかな、変な声が聞こえる。彼女はそう思って自分の分担分の船の整備も切り上げてサーニフの宿屋に戻った。




　夜の雪は綺麗だ。サイドテーブルにあるルビーの明りに照らされて窓に自身が反射しその向こうにある白と混ざり合う。ディアナは食堂で最後の調整をしている。彼女は左手を見つめた。鏡の指輪。自分自身を映し出す鏡。

「そして私と世界を混ぜあう媒体」

　窓が開いているわけでもないのに室内に冷たい風が入り込んできた。窓ががたがたと震え、しかし逆に彼女は暖かい感触を覚える。

「私はここにいる」

　何かが聞こえた。

「ずっと一緒にいた」

　誰かが後ろから抱き締めてくる。

「誰」

　返事はない。

「やっぱり疲れてるみたい」

　ユウはそう言って明かりをつけたままベッドに入った。




　また気のせいかな、と思った。誰かに身体を揺さぶられている感じがする。それから起きてという声。やっぱり気のせいだと思った。こんな時間に起きる意味がない。

「ユウ、起きて」

　ディアナの声だ。ディアナって誰だっけ。ユウは思考を整理しようとした。ここに私がいて、じゃあそこにいるのは誰。彼女は手を動かした。誰か別な人の手に触れた。触れてはいけない気がした。

「あれ、何で……」

　思考がクリアになっていく。そうだ、そうだった。今度は顔をこすり、体重を任せて身体を起こす。ディアナがそこにいた。

「ええと……」

「おはよう。いい月が出てるから一緒に見に行かない？」

「何だ、そんなこと。もちろん行く」




　黒く塗られた空に白い雪が舞い降りる。そして彼ら結晶を月が照らしていた。それは彼女たちの周りをちらつきながら銀色に輝いていた。

「まるで星が降りてきたみたい」

「でしょう」

　ディアナの言葉がこの世界に混ざりこむ。ブライトとブラック。ああ、それだけならどんなに美しいだろう。白と黒だけの憧憬。闇の中でかすかな光が舞う、そんな幻想的なしかし現実的な雰囲気。

「でも……」寒さが明らかに彼女を切り裂こうとした。「左手は大丈夫なの」

　言葉にして、彼女の赤に触れる。

「……」

　ディアナは沈黙した。彼女の方を向くと白い輝きを受け止めながらディアナは俯いていた。

「少なくとも、寒さは堪えるかな」

「そう……」

　ユウはディアナの左隣に回った。それから右手で彼女の左腕に触れる。

「でも、あったかいよ」

「月並みな慰めが欲しい訳じゃない」

　彼女は空を見上げた。ユウもそれにならった。

「あたしが欲しかったのは……」

　雪が少し激しくなった。辺りから月の光が薄れた。しかし薄い雲がヴェールとなり淡い光をその中で乱反射しだした。

「ただの痛みなのかな」

「そう、自分が生きてることに確証持てないから痛みが欲しかっただけ。ナイフと血はそれを与えてくれる」

「ディアナはあの時確かに」

「そう、あたしはたどり着いた。あたしは混沌。だからよ。あたしが生きるということはそれをもたらすこと」

　彼女はユウの方を向いた。ユウは彼女の方を向いた。二人は向かい合った。

「誰かがそれをもたらさないといけないとしたら、誰かが傷つかないといけないとしたら傷つくのは誰なの。人じゃない、それはあたしなの」

「じゃあ私が。私が代わりに……」

　それは違う。また、声が聞こえた。

「彼女が混沌だとしたらだからってこの世界は秩序じゃない」

「むしろ」彼女は声を出した。

「私が秩序になって、ディアナと一緒に支えあう」

　雪は一層激しくなった。お互いに前髪にかかったのを払いあうと二人はもう一回月を見つめて宿屋に戻った。




　朝だ、窓の外を見つめながら深呼吸する。それから窓の外に顔を出し様子を見る。白い絨毯は相変わらず広がっていた。ゆっくりと始まる何か。何か見える。その中を歩く一人の少女。はっきりと、街並みの中に溶け込みながらしかしユウにその存在を訴えかける。

「私は誰」

　声が聞こえた。

「あなたは誰」

　言葉にすることなく聞き返した。

「私はあなた」

「あなたは……」

　ふと、朝日が目に入る。雪たちが光を反射して金色に光り輝く。その中に彼女は居た。

「そう、私は」

　彼女は太陽を目にしていた。







　彼はそれでもそんなエリスによくしてくれた。迎えに来た家の者からかばってくれたり、あるいはどうしても帰る決心をしなければならない時に促してくれたり。彼女は結局母がそもそもすなわち権力にやられてしまっていたことを知り、それから自分はそうはならないと心に決め、家を継ぐ事を誓った。

　それから彼女たちは宗教都市ディーターの跡地自由都市ディーターに向かった。そう、彼女たち二人の運命が大きく揺れ動く場所。彼女を取り巻く夜とは違う漆黒の、暗黒の中へ。その時彼女は確かに思った。自分を取り巻く夜なんて所詮はただの夜に過ぎないと。

「あの時私は知った。明けない夜はない、なんていうのは月並みな朝と夜だけを見ている人の言葉」

「闇に捕らわれるともうそこから一歩も抜け出せない」

「ガラスの魔王もきっとそうだった。何かに焼かれていた」

　彼女たちは瓦礫の下、見つけられた地下へ向かった。







　今度もまた魔法で動く船だ。しかし動かすのはディアナの仕事でユウは補助に当たる。食料は詰め込めるだけ詰め込んであり、二人で過ごすにはやや広い船内には暇をしない程度の備えがあった。かつてやったように指輪を合わせることで地図上に目的となる方角を映し出す。やはり東だ。循環海流をも通り越した、その北東ずっと向こう。このまま行くだけでたどり着けるのだろうか。すでに航海が始まり、揺れ動く船内でやはりユウの思いは同様の様相を見せる。

　制御部は魔法を強化するサファイアとエメラルド、それからゴールドとシルバーで作られており、そこで受け取られた魔力が直接推進力になり、維持力になる仕組みだった。しかしやはり中型の船だ。あまり大きな事故には耐えられそうもない。ディアナはそれがどうしても不安だった。奇跡の帰還。かつての旅路で帰ってくることが出来たのは間違いなく奇跡だ。今度も上手くいく保証はない。

「今は行き先をイメージして力を籠めるだけ。今は……」

　宝玉に触れた右手に、自ら不具にした左手を重ねる。

「もう痛みも止まってる。あたしはまだ」

「駄目。違う。あたしは」

　そして乾いた声で、聞こえない透明な声で最後の一言を言った。







　最初、その杖の正体は分らなかった。というよりも考えれば考えるほどありえない答えが浮かんできて答えを出す気になれなかった。

「そんな杖、手放してしまえ」

　父から言われる。彼女はそれに倣おうとした。そう、捨ててしまえばいくらか楽になれるはずだ。こんな感覚など、一緒に無くしてしまえばいい。そして部族の皆と相談した次の日、杖はどこかに行っていた。彼女は砂漠のオアシスの濁った水に瞳を映しながらため息をついた。それから何をどうしたのかは覚えていない。ただ翌日にはユウはそこにはいなかった。彼女はクリームの杖を手にしばらく当てもなくさまよった。







　その晩ペクターラー大陸を西に見据えながら甲板でディナーをした。まだまだ食料は問題なくあった。ユウの魔法で物を燃やさない炎を起こし肉と野菜をあぶり食べる。星空が広がり当面荒れることもないように見える。

「このまま行けるのかな」

「行くしかないでしょう」ディアナが答える。

「行ったとして何になるんだろうな、と思って」

　フォークを置き、ユウは言った。

「行かなければならない、それはそうなんだけど実際に私なんかに何が出来るのか。これが本当にクリーム＝コーデリアの杖だとしたら私は、私なんかにこれを振るう資格はない」

　ディアナは無言で指輪を見つめた。

「これだってそうでしょ。ガラスの指輪。あたしにこれを身につける資格はない。それなのに、もう外すことすらできない」

「せめて痛みを分かち合おうと私も鏡の指輪を選んだけど……」

　それからふと自分の食事が止まっていることに気づく。

「もう若くはないのかな」

「何言ってるの。あたしより十歳も若いくせに」




　次の日は謎の海流に阻まれて全く進めなかった。しかし天候は全く荒れそうにない。

「これは循環海流ではないみたいね」

「ユウ、そうだとしたらあたしたちは終わってる」

「でもいくつか海路を試したけど必ずここに戻ってくるみたい。海流はここを基準に逆の放射状になってるんだ」

「確かに進めないのは不味いけど」

　突然、ユウの中に何かが思いつく。彼らはただ拒んでいるだけ。力なくこちらに向かってくるものを。そうだとしたら自分たちには資格があると見せればいい。

「その資格はある」

　あれ、と思った。思考が不意に混線する。「どの資格？」「そう、ガラスの指輪と鏡の指輪」「違う、それじゃない」「宝石で作られた杖」「私たちはそれを持っている」分らない。どこまでが自分の考えでどこからが誰かの考えなのか。やっぱり、そうなのかもしれない。誰かがいる。

「私が示せばいい。あの杖を、その力を」




　彼女は杖を持ってくると何かの言葉に操られてそれを突き出した。使い方は分らない筈なのに何故か思い通りにいく。誰かが隣にいた。ディアナは後ろで見守っている。杖を両手で持ち、前に突き出す。そんな彼女の右手に別の誰かの右手が重なり、左手にはまた別の誰かの左手が重なる。ああ、そうだ。意識できる。やはり誰かいる。少女が二人自分を支えている。真っすぐに、だ。彼女たちは言った。

「ただ私たちはここにいる」

「私はここにいる」

　全員の言葉が響いた。夜中なのに、月ももう照っていないのに急に白い光が起きる。それから船は動きだした。もう誰にも拒まれてはいなかった。ディアナは縁に立って様子を窺った。それから言った。

「あたしは動かしてないのに何で……それにこの水を切る音、普通じゃない」

「私がやったの。これは空間を歪めるコーデリアの秘術。それで前に進んでいるの。私たちにはそれが出来るの」

　ディアナは沈黙した。

「ただこれには……」

　その後ユウの意識は飛んだ。







　ああ、そうか。血は黒いんだ。そんな感触がわき起こる。それから鈍い痛みと、焼けるような感触。何だろう、どこかから鈍い音が聞こえる。とうとうやってしまった。耐えられなかった。そうだ。でも何に追い詰められてたんだろう。あたしをこんなにしたのは一体何なんだろう。確かなことは。

「何て心地いいんだろう……。あたしはまだ平気なんだ……」

　それからナイフを抜き取るとまたどす黒い血が噴き出し、傷口をもう一度突き刺し抉ると皮を突き破って砕けた骨が飛び出した。何でだろう、突き刺すごとに意識がはっきりとしていく。視界が遠くなり、世界が赤と白だけに反転し自分の右手が言うことを聞かなくなる。左手から指示が届かなくなる。また鈍い音。突き刺される音。血で汚れたテーブル。勢いよく崩れ落ちる身体。倒れた状態でもまだナイフを突き立てる。変なの。鏡を見ているわけでもないのに自分の顔が見える。何だろう。まるであたしみたいだ。気に入らない。あたしはあたしなの。あたしは混沌。思いながら、あるいは口ずさみながらまた自分自身に刃を立てる。自由のはずの右手も疲れを覚えてきた。ふと、流れてきた血液が目に入った。ディアナはそれを舐め取った。







　先ほどまでとは別の誰かに支えられている感じがした。何だか暖かい感じがする。それに向かって意識を伸ばす。

「ディアナ」すぐに正体に気づき、言う。

「大丈夫？　あたしも大きな魔法には耐えられないから」

「そういう訳じゃないみたい。ただ、さっきのは……」

　別の誰かに入れ替わろうとした、何てことは言えなかった。まだそれは確証がない。

「私はここにいる」

「それ、さっきも言ってたけどどういうことなの？」

「分からない。自然に出てきた言葉。私はここにいる。私はここにいるんだって」

「そう。でもあたしは……」

　あのとき見えたのはあたし自身だ。あたしはあたしがここにいることに耐えられなかった。あたしはあたしにナイフを突き立て続けた。連続して。何度も。

「ユウ、立てる？」右手で背中を支えながら言う。

「大丈夫」

　ユウは立ち上がった。目の前に青い海が飛び込んでくる。波の音。大きい。船は今はそれに動かされている。ぶつかってくる波頭。そう、それで……。

「やめて」

　ユウは言った。終わらない波の音。続けざまに響き続ける海の音楽。悲鳴。巨大な波。雨。何かが壊れる音。濁流。足音。また悲鳴。叫び声。波の音。水。砕ける。ぶつかる。人に。雨。ああ、彼らは全員助からない。私含めて。

「ユウ、大丈夫。震えてるけど」

「やめて！」

「私を助けないで！」

　私だけが助かってしまった、まだそれは声に出すことが出来なかった。




　その後しばらく沈黙のままに二人で甲板で過ごした。夕焼けはゆっくりとではなく足早にやってきて、空を紅と蒼に染め上げたかと思うと星達を呼び出してまたすぐに去っていった。進行方向、東に赤青緑黄の四つの星が見える。しかもその強い光は虹色のライラすらはじき飛ばし、彼女たちに何かを訴えかける。

「はやく自分の所に来て欲しい、そんな気がする」

　ユウが言った。彼女の手には宝石を象った杖があった。それは青白く輝いていた。

「私はそこに行かなければいけない。私として……そう、私として。ディアナ、私に出来るかな」彼女の方と鏡の指輪と、ガラスの指輪を順番に見ながら話す。いけるかどうか分からない、自信が持てない。ディアナはユウを片手で抱きしめた。潮風が彼女たちの身体を撫でた。

「大丈夫よ。あたしだって出来たんだから」

　二人はしばらく抱き合った。




　その日の夜は夕食は取らなかった。というよりも取れなかった。今度は船が強烈な揺れに襲われ始めたからである。料理を作る余裕がない。そして何よりも。

「火が起こせない」ディアナが指先をコンロに近づけながら言った。

「まさか魔法が？」

　ユウも試したが魔法の炎は起きなかった。そして次に明かりが消える。宝石に籠められた魔力が反応しなくなる。その代わり、ユウの持つ杖は青く、黄色く、様々な色に輝いた。杖を近づけ、力を籠めるとがやはり反応はない。そして襲いかかる揺れ。船を動かす魔法が切れたに違いなかった。

「どうしよう。このままじゃ先に進めない」

　ディアナは指輪を使えない方の手で指し示した。ユウもそれに応じて右手を差し出す。光の帯が生じた。それは彼女たちのいる談話室全体を明るさで包み込んだ。ディアナとユウは見つめ合っていた。

「ここからは私一人」

「行ってらっしゃい」

「大丈夫、私はやれる」







　地下を進むうちに彼女は段々と思考が明確になっていった。ある明らかな変曲点。ここから先に進んだら私が私じゃいられなくなる場所。そしてもう会えなくなる人。彼と共に暗闇の中を歩み、彼女はそれを見いだした。杖を握りしめた。

「それは私をずっと待っていた」

　彼女は掴んだ。でも待っていたのはそれなのだろうか。自分なのだろうか。宝石で作られた杖。そう、文明大戦を終わらせたあの杖。それを掴む。ああ、銀髪の、色白の小柄な少女の姿が見える。彼女は時計塔の上で叫んだに違いない。最初の空間魔法の名を。それは大地に轟き、過去を押し流した。そう、だから過去に触れてはいけない。それはもうないのだから。

「私は手放す方を選んだ。彼は抱き続ける方を選んだ」

「そして彼はこの地から去っていった」

　クリーム＝コーデリアもそうだったに違いないと彼は言っていた。私が見舞われたこの思い。閉ざされた思考。しかもその中でのみ明確に働き、ただ生きることが出来る。色々なことをした。そして色々なものを生み出した。その中で結局価値があると自分で思えるのはこの自伝小説だけ。しかもこれも後生にコーデリア家のものとして残す気にはなれない。

　ケイト、ごめんね。こんなお母さんで。

　私はずっとここにいるから。

　そう言えば彼の残したのは彼女だけだったな。彼はその場所に行ってしまった。エリスはもう堪えきれないと思った。そう、涙が溢れ筆が止まる。不意に、イメージが沸き起こる。かつて手にし、すぐに封印したクリームの杖。それを持つ銀色の女性。ああ、だが彼女の背には大きな白い翼があった。エリスもそれを手にクリームに相対する。二人は空を舞っていた。青空を。雲と太陽と風と。それらを受けて光り輝いていた。

「私には翼があるんだ」

　金色の乙女は言った。

「失われた。私の未来は、彼と共に消え去った。だから、それだけが希望」

「だけどだからこそ私は前に進める」

「彼との思い出を抱きしめることが出来る」

「記憶の翼ではためくことが出来る」

　ああ、金色の乙女はまだいるんだ。







　そういえばさっきああやってユウに手を差しのばしたけど。

　ディアナはふと思った。

「あの時あたしは……」

　混濁する意識の中で不意に何かを感じる。冷たい。暖かい。熱を持った手先からどんどん力が抜けていく一方、どこか全身から生命力が芽生えるのを感じる。

「大丈夫」

「大したことないよ。今止血をしてる」

　どうやって治療されたのか覚えていないが、出血してそのまま意識を失っていた彼女を抱き起こした男性。最初は変な人だなと思った。それからしばらく同棲して、また離れた。それなのに心はどんどん彼に惹かれていったのを覚えている。

「そう、あたしをそれから解き放ってくれた。ね、テイル」

　あの時手を掴んでくれたのは嬉しかった。デストレイルを進んでいる、進もうとしていた、最後の一歩を自分から行こうとしたあたしの手を引いてくれたのは。こちらに押しとどめてくれたのは。それからまたあの時の自分の鬱積した思考が蘇る。

「あたしは怖かった。あたしが人と一緒にいることが」

「流し出してしまいたかった。あたしの過去を。お兄ちゃんはいない。あたしの両手にはいない。何故あんな事をしたの。失ったことが嫌なんじゃない。人を平気で殺めた自分が憎い」

　だからナイフを突き立てた。

「だけどそれでも過去は消えなかった」

「ねえテイル、生きることでしか償えないのかしらね……」







　ずっと孤独だった。誰の助けも得ず、誰とも協力せず一人で歩んできた。あの杖を手に入れてから。それは恐ろしかったから。人にこの秘密が知れてしまうことが。共有するべき人が見つからない。もう退廃した大地で、グレートブランクが全てを奪い去った世界で彼女は何も見いだせなかった。そう、こんな過去の遺産などグレートブランクに飲み込まれてしまったのだ。だから大空位時代の前にあったコーデリア家には、例え彼女たちの遺志を右手に持っていても近づく気にはなれなかった。そうしてどこかでずっと彼女の所を嫌煙していた。

　それでもある予感は脳裏をよぎる。今このとき、ここからコーデリア本家に向かえば何かが変わるのではないかという予感。私一人じゃ見いだせなくても、誰かの力を借りればあるいはいけるかも知れない。それはクリームの亡霊でも構わない、とにかく私を支えてくれる誰か。そう、この杖の重みを分かち合える誰かが。

「違う、全然違う」

　現在が話した。しかしその声は彼女のものではなかった。やはりどこかから聞こえてきた。

「あなたが支えて貰うんじゃない。あなたが支えるの」

「どういうこと？　私にはもう背負いきれない」

「それでもよ。あなたはディアナを導いてあげた」

　あの時ディアナとユウは出会った。彼女はその場所で──もうどちらが先に訪れたのか、どちらから話しかけたのかも覚えていないが──ディアナと、ディアナなら、ディアナと一緒ならやっていけると思った。何故なら彼女が持っているものも自分と一緒だったから。クリームの杖とフレアの指輪。どちらも人類の歴史に多大な影響を与えたもの。

「ディアナ＝トレイシーね」

「そうよ。あなたは？」

「私はユウ。こうしてると気持ちが落ち着くんだ」

「どういうこと？」

「私とディアナは持ってるものが同じなの。私たちはきっと一緒にやっていける」

　ユウはディアナに向けて手を伸ばした。二人は手を取り合った。

「あたしが何をしたのか分かってるんでしょう。あたしは幾つもの災いをもたらした」

「私よりはマシだよ。私はこれからやろうとしている。これはクリームの杖。あの文明大戦を終わらせた……」

　ディアナは指輪を見つめながら喋った。

「あたしはグレートブランクを生み出した。そう、あたしのグレートブランクを」

「……」

　二人はしばらく見つめ合い、それから一緒に行動を開始した。







　久しぶりにみんなで会おうという話になった。ユウは数名の知人も連れてジェネとルージュを迎えに船で向かった。そのときはディアナは別行動でサーニフからカールソラーナへ向かっていた。そしてユウもカールソラーナへ向かった。そこで悲劇は起きた。

　それは偶発的な事故だった。結局原因は特定されないまま。海が荒れていたのかどうかも記憶が定かではない。ともかく船は沈没してしまった。そんな中でユウはただ一人、そう彼女はむしろ他の乗客乗組員全員の方を自分を投げ打ってでも助けようとしたのだが、助かったのは彼女だけだった。クリームの杖を振るって、宝石で出来た杖を振るって一人でも多くを助けようとした。しかし壊れる船を止めることが出来ず、しかも助かったのは一人だけ。彼女だけだった。事故の知らせを聞いて慌ててかけてきたディアナとテイルが海岸に倒れていたユウの第一発見者だった。







「なんだろう、まだみんなの顔が見える」

「助けてって叫んでる」

「私だけが助かってしまった。私は誰も救えなかった」

「大丈夫。せめてあなただけでも助かってよかった」

　両隣に女性がいた。一人はやはり彼女と同じく宝石で出来た杖を握っていた。

「そう、全員が犠牲にならなかっただけよかった」

「もしも誰か一人を助けるために他の全員を犠牲にしないとならないとなったらあなたはそれを選べるの」

　彼女が彼女の方を向いてきた。ユウは沈黙した。

「つまりこういうことよ」

　突然、津波が起きた。船にそれはぶつかり、さらに竜巻で空中高く舞い上がったそれはあっという間に海面にぶつかり大破した。ユウは意識を失った。




　光の中に自分がいた。かつての人。ジェネとルージュ。それにディアナもいる。幸いなことにディアナは身体に不自由がなかった。それから家で召使いをしていた三人。でも彼らは犠牲にして以来家では一人で暮らしていた。そして。

「あなたは誰。ずっと私と一緒にいた」

「姿も声もはっきりと分かる。だけどあなたは実在しない」

「実在しないのはどっちなの」

　もう一人、別の女性が答えた。ふと、意識がよぎる。赤青緑黄。それらの色で象られた四人の女性。しかし彼女たちが全員同じ場所にいるなら、同じ四精霊ならやがてそれらは合わさって一つの銀色になる。目の前に銀色の女性がいた。

「私は実在する」

「じゃあ私も実在するわ。ねえ、この場所はなんだと思う」

「私が私でいることの出来る場所。私の過去」

「まだ、前には進めない」

「何人犠牲にしたんだろう。一体」

　ふと、銀色の女性が四つの色に別れた。そしてジェネとルージュを彼女の前に置き、四人は彼女を取り囲んだ。

「ゆっくりと。この大地は救いを必要としている」

「早く。この大地は何かを失おうとしている」

「ディアナは得ようとした」

「あなたはどうするの？」

　不意に右手に力が籠もった。持っている宝石で形取った杖。それは彼女に何かを与えてくれた。そう、ずっと過去と未来を奪い続けるだけだったそれはこの不安定な領域で初めて力になったのだ。そう、もう生きる意志を殆ど無くしかけた彼女に希望を与える道しるべに。ユウはゆっくりと深呼吸した。それから杖を前に突き出した。真っ暗な世界が生まれた。しかしそれでも身体が光っていて誰がどこにいるのかはっきりと分かった。そして星が、赤青緑黄の輝きが彼女たちを照らし出す。ユウのもつ杖が光り輝いた。ユウは口を開いた。その瞬間、ユウが話すのと全く同時に、その四人の女性はまた元の銀色の、一人のクリーム＝コーデリアに合致した。

「私はユウ……ユナイテッド＝コーデリア」

　クリーム＝コーデリアは最後に笑顔を彼女に見せて、白い光になった。その粒をユナイテッド＝コーデリアは左手でつかみ取ると胸で抱いた。彼女の分の涙まで溢れてきた。


ユナイテッドワンダー




あたしが生まれてくる前に、あたしの母はこの世にいなかった



ディアナ＝トレイシー手記『デストレイル』



　ディアナは義手で我が子の頭を撫でた。銀製で魔法で動くそれは金属の冷たさと彼女の心のしかし光沢のある優しさを同時に表現するのに適切だった。無機質な感触から双方向に暖かみが伝わる。

「お兄ちゃん、元気にしてるかな」

　レイが言った。

「きっとそうだよ」

　テイルが答える。

「ルクスも来れればよかったのに」

「そういうわけでもないから。お母さん達はお母さん達」

「……」

　そう言ってから三人は死産した最初の息子、サクリファイスに祈りを捧げた。




　足を踏み出すと地面と金属が触れ合う音がする。義手と同様に銀で出来た右足は魔法で自由に動かすことが出来た。しかしそれはディアナの魔力ではなく、ユナイテッドの力で動いているのだった。郊外の丘にある墓地から、冬の真昼の太陽を受けながら帰宅する。結局ジェネとルージュの所には全然行ってない事に気づいた。

　ディアナはゆっくりと自分で歩けるペースで進んだ。レイとテイルは既に街路に入っていて、彼女だけが道のない坂を進んでいる。やはり義足ではバランスを取るのが大変だ。ふとした拍子に転びそうになり、それから慌てて左手を前に突き出す。かつて自分で壊した手。今はもう、冷たさしかない。そのまま体勢を崩し、地面にぶつかる。思わず息が漏れる。二人は心配そうに彼女を見つめていたが、すぐに立ち上がるのを確認するとまたさっさと歩き始めた。その心遣いがディアナには嬉しかった。




　家まで帰り着くとしばらく団欒し、それから月でも見てきなさいと言ってレイを遊びに出した。

「テイル、しばらく立つわ」

「何がだい？」

「ルクスをユナイテッドの所に出してから。彼女大丈夫かしら」

「どっちがだい。ただ、どっちも大丈夫だと思うけど」

「寂しくないかしら。ルクスはああ見えて」

「自分から行きたいと言って出て行ったんだ。ルクスは……ああ、でも」

　思い当たるのはルクスが持って出ていった、ディアナが右足と左手と引き替えに再び見いだした、全くさび付いていない彼の剣。グレートブランクを経て尚失われなかった永久の輝き。今のディアナの右手にあるのとは対を成す、最も清い力。

「さあ、いない間にテイルズワンダーを書かないと」

　気持ちを切り替えるためにそう声に出すと彼女は階段を上り書斎に向かった。段差の高さは以前の半分に減っていた。




　しばらく自伝を書き続け、日が落ちて手元の明かりじゃ心許なくなるとそれをやめてまた階下に戻る。テイルは赤い表紙の本を読んでいた。ディアナは片手で薪をくべると今晩の料理を作り始めた。とはいえ燻製にした肉とあらかじめ生地を分けて貰ったトルティーヤを焼くだけだからそこまで難しいものではない。月を見ておいでと言われたレイは結局夕食が完全に冷めるまで帰ってこなかった。







　雪解け水で小川がやや増水していた。春のきらびやかな太陽が二人を照らす。あるのは少ない草花のある広場。手前には噴水があり、そこに右手の小川が流れ込んでいる。ここはルーン＝フィン＝エルファース記念公園。彼女の母が炎を燃やした場所。ルクスは空色の瞳で辺りをじっと見渡した。静かな場所だった。どんな騒音も、空気の音も、風も、鳥のさえずりも、周囲を覆う林の葉ずれも何も響き渡ってこない。ここにある静寂はルクスの心をかえって動かした。

「ユナイテッドさん」彼女は横を振り向いた。ユナイテッド＝コーデリアはクリームの杖を両手で横向きに握って前を見ていた。大樹のあったところを。

「ここで母さんが……」

「そうだね。ディアナはここに火を付けた。どう思う？」

　ルクスは息を止めた。じっとユナイテッドと見つめ合う。瞬間、伸びてくる銀の手。まるで百年も生きたかのような気配を感じる、そんな手。

「いいことをしたと思う。こんなに静かなんだから。わたしはルーンさんのことなんて何も知らないけど」

「きっと、彼女も望んでる、そう思うの？」

　ルクスは頷いた。

「そうかも知れない」

　風が二人の間を流れていった。

「でも、わたしを待っているのはもっと別なものなの」

　ルクスはユナイテッドの顔を見上げながら、しかしはっきりと言った。

「何か、もっと……」

「早く見つけてあげてね」

　彼女はそう言うと一歩前に足を踏み出した。また風が、今度は強く流れた。




　ルーテクス大学の記念公園からすこし北に向かうと湿地が広がっていた。いつから出来たのかは分からないがしかしこんな土地に記念公園を作るはずが無く、またあったという資料も残っていないのでグレートブランクの間に出来たものだと云われている。歩きにくいぬかるみ、しかし様々な野生動物や植物が生息するその場所を散策し、さらに北に抜けると小さな小屋に出た。レーラ山の入り口だ。もう既に日は落ちかけている。二人はここで一晩過ごすことにした。

「誰もいないみたいね」

「備えがないけど大丈夫なの？」

　ルクスは椅子に座って、窓の外に顔を向けて話した。

「本当は駄目。でも」

　ユナイテッドはその先を言えなかった。母が死に塗れているから大したことではないとなど言えるわけがない。

「一応ここにいるとは言ってあるから。コースからは外れないようにね。それからもう夜だけど、私に黙ってこんな時間に散歩に出かけないように」

　ルクスは向き直って頷いた。別の頂上まで行くわけではない、少しだけ登ってみるだけだと自分に言い聞かせた。

「さてと、晩ご飯はどうしよう」

「そう言えば何も持ってきてないね。この季節なら……適当に見つけてくるから少し待って」




　本当に適当な夕食で強引に腹を満たすと二人はすぐに明かりを消して寝入った。どうやら雨が降っているようだった。明日の登山は中止にした方がいいかもしれない。ユナイテッドはテーブルに突っ伏しながらそんなことを考えた。ルクスはすぐに寝息を立てて、どうやら熟睡しているようだった。

「もうちょっと準備してくるべきだったな。失敗だ」

　半分眠りながら混濁した意識でそんなことを呟き、彼女も眠った。




　ああ、ディアナがいる。彼女は思った。今の彼女とは違い、左手と右足がちゃんと生えている。ディアナは月に向かっていた。その後ろ姿をユナイテッドは見つめる。風がそよいだ。ふと、ユナイテッドはそんなディアナを見守ることしかできない自分に気づいた。そして、月に立ち向かうディアナより、そんな彼女を見守る自分の方が遙かな重みを背負っているという事実に。何か、違和感を覚えた。彼女は目を覚ました。

「まさか先客がいるとはな。雨宿りかい？」

　三人の男性のうちの一人がユナイテッドに話しかけた。

「俺たちはケインと、向かって右がジー、左がピーター。昨夜の雨の所為で登るかどうか考えてるところだ」

「俺は登る方に賛成だけどな。登山道を外れなければ危険はないだろ」ジーが言った。

「君たちはなんでこんな所にいるんだい？」ピーターが訊ねた。

「あの子がハイキングに行きたがったから。中腹までなら安全だと思った」

「気づいてるだろうけど昨夜の雨は結構土砂降りだった。場合によっては山崩れが起きてるかも知れない。女子どもはやめた方がいい」

　ユナイテッドは数回瞬きをした。

「でも、どうするかは私じゃなくてルクスが決める。どんな危険でも立ち向かわないといけないかも知れないから」

　しばらく、沈黙が流れた。

「なんなら一緒に行こうか？」ピーターが言った。

「あ、俺も賛成」とケイン。

　ユナイテッドはまだ眠っているルクスを起こし、三人に自己紹介をした。三人は偶然であったのがユナイテッド＝コーデリアだと知って驚きを隠せない様子だった。




　三人から食事を分けて貰い、全員は出発した。雨でぬかるんだ道を歩くのは大変だった。ルクスは途中までしか行かないつもりだったし、それに大人三人のペースに合わせて歩くのもまた大変だった。それに彼女は大きな剣を持って歩いていた。ルクスはバランスを崩して転びそうになった。

「大丈夫か？」

　ケインがすぐに反応し彼女の身体を抱き留めた。「うん」と答えると彼女はまた歩き始めた。「でも、もう少しゆっくり歩いて欲しいな。歩きにくい」ケインとジーは笑い、それからみんなは歩く速度を遅くした。




　日が少し斜めになる頃に中腹の山小屋に着いた。以前ここは沢山の木の生えた豊かな森だったがかのグレートブランクの際に疫病が持ち込まれ、木は枯れ、さらに地震で出来た窪地に水が貯まり、そのすぐ傍には大きな湖があった。五人は山小屋で一息ついた。ルクスはすぐに湖に出かけていった。というのもそれが山登りの目的だったからだ。斜陽が湖を映し、光が彼女を照らす。ルクスは持っている大剣をかざした。太陽の光がそれを反射する。それから彼女は座り込むと、湖に向けて石を投げ込んだ。

　ルクスは湖の周りをしばらく歩き回った。やがて月は昇り、今度は湖に白い輝きが映る。彼女は山小屋に戻った。たくさんの春の果実を携えて。みんなで夕食を取り、眠りについた。




　さらに上に登るという三人に別れを告げ、彼女たちは山を下った。それから湿地は通らず、西に向けて進路を取った。そこには海が広がっていた。正確に言えば滅んだ運河が。カトルラに作られた運河は洪水で氾濫、街そのものを飲み込んでしまったのだった。ルクスは剣を向けた。

「母さんはここでこの剣を見つけた。そう、あの剣。レヴァーディアを。自らの身体と引き替えに」

　ユナイテッドは何も言わなかった。

「でもよかったのかも知れない。何故ならこの剣は……」

　ユナイテッドは指輪を示した。

「本当の意味でグレートブランクを終わらせるのは指輪じゃなくて剣」

　それにしても見事なまでに滅んでいるな、とルクスは思った。







　ディアナはじっと滅んだ運河を見ていた。遠くに船が見える。そして、天気は少しずつ悪くなっていった。やがて小雨が降り始め、彼女の身体は徐々に濡れていく。それからふと気づく。自分がまだ見つけていないものがあると。そう、あの伝説の剣。レヴァーディア。それがここにはあるはず。見つけたい。ガラスの指輪。その呪縛から逃れるための、希望。彼女は自分が思うよりも早く飛び込んでいた。冷たい水が彼女を襲う。不具の左手が言うことを聞かない。目を開くと水の中に様々な家がある。不思議と、息をする必要は感じられなかった。苦しさも感じられない。彼女は不意に光に気づいた。そこには何かがあった。剣だった。彼女はそれを手にした。そこで彼女は意識を失った。




　ディアナが打ち上げられたのは遥か遠くのルーテクスの港だった。重体だった彼女を助けることが出来たのは禁忌の生命を操る術に力を染めたユナイテッドがいたからだった。







　ルクスとユナイテッドは、新しく再建したコーデリア本家に戻った。完全に崩壊していた家を元に戻すのは一苦労だったが、様々な人の協力を得て再建したのだ。ここには沢山の人が住んでいた。この家の門はあらゆる人に開かれていた。

「ただいま」

　最初に出会った執事に挨拶する。

「その子は誰？」

「ルクス＝トレイシー。ディアナの長女」

「へぇ。じゃあ部屋に案内しますね」

　ルクスは頷き、黒衣の男について行った。




　ユナイテッドは自分の部屋に戻ると、左手にある指輪を見つめた。ディアナは身体と引き替えにレヴァーディアを手に入れた。もしも運命というものがあるのなら私も何かと引き替えに何かを得るような気がする。でもそれは一体何なのか。手に入れるとして、それは……。鏡の指輪に映ったユナイテッドの顔が笑った。

「ああそうか。私はこれでいいんだ」

　彼女は思った。ドアがノックされた。どうぞ、というとメイドが入ってきて料理の時間だと告げた。




　晩餐を終え、談話室で話始める。

「どう、ルクス。ここは楽しい？」

「色んな人がいて楽しい。リリーと友達になったの」

　十歳くらいの少女であるリリーは人形を片手に頷いた。

「リリーの持ってる人形もリリーって言うんだって」

「ねえリリー、何が食べたいの？」

　リリーはリリーに話しかけた。

「スープだって」ルクスが言った。

　しばらく子ども達にお人形遊びをさせた後、メイド三人と執事一人がルクスにコーデリア本家の中を案内させた。ルクスは新しく再建されたそこにある様々な美術品や本に興味を持った。

「この絵は何ですか」

　ルクスが止まったところには黒い空に藍色が塗られ、一人の女性の後ろ姿が描かれた絵があった。タイトルは書かれていなかった。

「この絵は……」メイドの一人は答えに窮した。

「見て分かりませんか」灰色の服をまとった執事が言った。ルクスはしばらくじっと絵を見つめ、そしてそれが全体で円を成すかのように奥行きと空とが象られてることに気づいた。

「わたし、わたしの事だ。わたしと、母さんとユナイテッドさんみんな」

　きっとわたしはこうやって黒い世界を照らして行くんだ、とルクスは思った。




「あ、ルクスちゃん！」

　リリーが話しかけてきた。

「リリーがね、もっとルクスちゃんのことを知りたいんだって」

「そう」素っ気なく返事をするとルクスはリリーの手を引いて絵の前から去った。近くにある小部屋に入り、話始める。

「リリーはね、拾われたんだ」

　最初、ルクスは捨てられていた人形を拾ったんだと思い、笑顔で見つめた。しかし真剣なリリーの表情を見ているうちに真意に気づいた。

「わたしの母さんもそうらしいよ。母さんには左手と右足がないの」

「リリーにはお父さんとお母さんがいないの。二つ無いなんて一緒だね」

「そうだね。それでわたしは母さんからユナイテッドさんの事を聞いて、もっと知りたいと思ったの。そうしたらユナイテッドさんの方がわたしのところに来てくれたの。湖を前にして二人で話し合った。そうして結局ユナイテッドさんと少しの間一緒に暮らしてみることにしたの」

「へえ。リリーはリリーの所に選ばれてやってきたの。リリーはどこで暮らすかなんて選べなかったのにね。でも、リリーは楽しいよ。一人じゃないから」

　わたしも、父さん母さんやユナイテッドさんといると楽しいなと思った。それから何かが思いとしてこみ上げる。ずっと遠くにいるけど、一緒にいる感じがする両親。それからすぐ傍にいるユナイテッドさん。そう言えばレイは元気かな。そうだ、手紙を書こう。彼女は思った。

　それからリリーとリリーとルクスは色んな遊びをして遊んだ。言葉を使った遊びに人形になりきる遊び、それにおままごと。そしてルクスはリリーにそろそろ眠くなってきたと伝えて自分の部屋に戻った。

「また遊ぼうね」




　ろうそくの明かりを頼りにレイに便りを書く。リリーと友達になったこと、ユナイテッドさんのこと、ここでの生活が楽しいと言うこと。それから疲れが出て文章も書けなくなったので彼女は眠りについた。




　次の日の朝食の時間には既にリリーが食堂にいた。彼女は人形を片手にパンをかじっていた。おはよう、と挨拶してから席に着き、自分の分のフレンチトーストを手に取る。食べている最中にどんどん人が入ってきて二十人近くの大所帯になった。最後に料理していたメイドも席に着き、大テーブルの周りには二十五人もの人が座った。一番最初に食べ終わったリリーは今度はリリーに食べさせ始めた。ルクスもおかわりを食べ終えると立ち上がり向かって反対側であるリリーの場所へ向かった。

「リリーは今日は何が食べたいの？」

「リリーはね、スパゲッティが食べたい」

「はい。スパゲッティだよ」

「ありがと、さ、リリー、どうぞ」

　しばらくそうやって遊んでから、やがて周りから人がいなくなりユナイテッドも「さ、別のところで遊んできなさい」と言って出て行った。二人は言われたとおりにしようと思い、また屋敷の中を見て回った。




　それには何かがあった。見ているだけで何かを感じさせる、そんな女性の像。何かが、そう、彼女には何かがある。ただ前を見ているだけ。ただここにいるだけ。それなのにもっと全然違う感じがする。彼女はプレートが下についていることに気づいた。ルーン＝フィン＝エルファース。そうなんだ、これは彼女なんだ。ふと隣を見るとリリーは泣いていた。

「ねえ、知ってる？」涙声でリリーは言った。

「ルーンにはお父さんもお母さんもいないんだって」

　ルクスは答えに窮した。

「リリーにいないのは別にいいの。だけど、ルーンにいないのにはどうしても我慢できないの」

　ルクスはゆっくりと彼女の方を見た。

「リリーにはいるの？」

「リリー？　リリーにはお父さんもお母さんもいるよ。リリーは人形だけど」

　それでもやっぱりリリーの涙は止まらなかった。




「二人ともここにいたのね」ユナイテッドの声だ。

「リリー、どうしたの？」

　喋れないリリーに代わってルクスが事情を説明した。

「大丈夫だよ。ルーンは一人でも生きていけるだけの強い人だったから。リリーみたいにね」

「違うよ、リリーは！　リリーは！」

　彼女は人形を壁に投げつけた。

　ルクスはリリーを拾ってから、走ってどこかに行ってしまった彼女を追った。




　何回角を曲がっただろう。何回自分の影を踏んだだろう。ともかく、小部屋に隠れているリリーに彼女はようやく追いついた。そっと隣に座り込む。それから泣きじゃくるリリーに人形を渡し、ゆっくりと話始める。

「わたしの母さんには左手と右足がないの」

「剣と引き替えに失っちゃったの」

「わたしの母さんはそれで後悔してないと思う」

「リリーの父さんと母さんはきっと、リリーがいらないから捨てちゃったんだよ。そんな人、リリーの父さんでも母さんでもない。ここにリリーがいる。リリーがリリーの本当の父さんと母さんなんだよ」

「慰めなんていらない」

「リリーは自分を捨てた人と一緒にいたいの？」そっと肩を抱き寄せた。

「それでも、本当の親だから」

「友達じゃ、足りないのかな。本当の友達」

「わからない」ゆっくりと息を吐くような答えだった。二人はしばらくそこでそうしていた。







　これ以上の犠牲は出さないと誓った。そう、もう沢山だ。何かを生け贄にして生きながらえることなど。声が聞こえる。聞こえなかった声。あなたの名前はサクリファイス。あたしが生きるために捧げられた最後の贄。殺すことでしか自分の生を確かめられないこの世界で最も愚かな母親が生んでしまった悲劇。

「出来るなら、自分の手で殺めたかった」

　彼女の右手には大きな剣があった。そう、洪水で水没したカトルラ運河で見つけた伝説の英雄の剣。自分で振るい下ろしたかった。そうすればあたしは満足できた。

「でも……」

　あたしが死に塗れてるからそれまでもが引き継がれてしまったのかも知れない。

「そんなことない」レイの声だ。

　何でだろう。普段なら不愉快になるだけなのに。彼女はゆっくりと手を広げレイとルクスを抱きしめた。




　天と地が逆転していた。どうやらベッドから落ちたらしい。ディアナは右手に力を籠めて何とか立ち上がると着替えをして、机に向かった。自分の物語を完成させなくてはいけない。まだ何か足りない要素があるがそれが何なのか見つけるためにも。




もう、自分を傷つけたり出来ないんだな。銀の手を見つめながらふと思う。所詮自分を傷つけることが出来ないなら生などただの狂気だ。この身体が動かなくなるのは何時の日なのか。そして。ただあたしは物語を書き続ける。死に至る物語を。




　日が暮れてきた。わざわざ明かりを点けることもないと思い立ち上がり下階に向かう。料理は既にテイルが用意してくれていた。レイを先に座らせ、食事が始まる。熱いスープを口で吹いて冷ましながらゆっくりとすする。パンを浸したスープだ。一通り平らげると彼女は大きく伸びをした。

「お母さん、久しぶりにルクスから手紙が来てる」

　へぇ、と言ってレイが差し出した手紙を左手で受け取る。開くと確かにルクスの文字が散らばっていた。

「え、ユナイテッドが？」

「こっちに来るのかい？」

「そうらしい。そう言えばルクスを向こうにやってからしばらくあってないな」

　それから手紙を最後まで読み、ある記述を発見する。セーン99日。グレートブランクにより陥った大混乱。暦の消失。しかしそこに書かれているのは紛れもない帰真歴。まさかユナイテッドはグレートブランクを埋めるつもりなのか。仮に帰真歴だとして、来るまでにはまだ時間があるのは明らかだった。彼女は右手の指輪を見つめた。やはりまた立ち上がるべきなのか。サクリファイスを産んでから15年。どこかで普通の生活を求めていたけどいよいよか。

「春が近くなったら来るってさ。まだ寒いけど準備して待ってましょう」




　久しぶりに表に出た。左手でロープを握り、そのひもの先には木製のそりが繋がっている。レイを乗せて買い出しに向かうのだ。晴れていることもあって、冬の弱い日差しの中を沢山の人が行き交っていた。食料品店の扉の前にそりを立てかけて中に入る。レイに食べたいものを聞きながら店内を巡りりんごや何かからミークス大陸で取れた麦や何かまでを一通り買いそろえて店を出る。それからその他の雑貨を買い、インテリアを作りたいというレイのために木材も手に入れると、降り始めた雪をその身に受けながら家に戻った。




　早速工作を始めたレイの指導をテイルに任せ、彼女は台所に向かった。買ってきた食材を整理して倉庫にしまう。それから一服しようと雪で冷やしてあったジュースを取り出してきてコップに三杯注いだ。飲むかと声をかけると二人ともうんと答えた。

「ユナイテッドは来れそうなのか？」

「街で聞いた分には今のところは海路は大丈夫。それにまだ春の匂いはしないし」

「そう。ところで……」

　テイルはコップをテーブルに置き、一息ついて彼女の方を向いた。

「また、どこかに行くのか」

　何かが彼女の中に芽生えかけた。

「分からない。今は決められない」

　テイルズワンダー。何か足りないとしたらまさにそれだ。生から死へと至る、物語の展開。そう、文字通りの大転換。死を求めるあたしが生へと至るテイル。彷徨うのではなく、生を照らす驚異となること。テイルズワンダー。そこまで見えてあたしは自分が死に塗れていることが恐ろしくなった。あたしは生を持たざるが故に死が怖くない。ただそれだけ。ただ、人と違うだけ。

「ユナイテッドが来たら決める。彼女ならあたしを導いてくれるから」

　そう、何度でも。彼女は心の中でそう付け加えた。




　そう言えばルクスは帰ってくるのだろうか。雪解けが始まった頃、思った。ルクスには自分のようにはなって欲しくない。そんな思いがどこかにあった。ディアナは筆を置き、下階に戻った。歩き慣れたとはいえやはり不自由な足では厳しい。それからレイが作り上げた棚から紅茶を取り出し淹れる。テイルとレイは出かけてしまって今は一人だ。湯気の立つカップを見つめながら色々と思いふける。あたしが指輪を見いだした。クリームの杖も再び見つかった。今度は何が待っているんだろう。エコー＝クラウディアの書いた本。それと同等と評価されるに至ったエリス＝コーデリアの自伝小説。あたしも自伝を残そうとしている。果たしてそれは意味のあることなんだろうか。

　ゆっくりと息を吐き、また立ち上がる。それと同時にドアが開き、人が帰ってきた。一人、二人、三人、四人、五人。

「ルクス！　それにユナイテッドも！」一人知らない顔があった。

「ただいま、母さん。それとこっちはリリーちゃんとリリー」

　ディアナは一瞬何を言ってるのか理解できなかった。

「少し早いけど着いちゃったからお邪魔するわ。そうそう、晩ご飯はこっちで用意するから」

「よろしく。ディアナさん」リリーはすっと前を見据えたまま言った。




　やはりその剣は美しかった。英雄の娘が持っていたとされる剣。グレートブランクを持ってしても失われなかった輝き。レヴァーディア。永遠に続く思い。ディアナはユナイテッドに料理を任せながら、娘が持ち帰った剣と、子ども達との面倒を見ていた。

「わたしは母さんみたいになれるんだろうか」

　剣を持ったまま、ルクスが言った。

「お母さんみたいに？」

「ルクスはきっと指輪に選定されたこの世で最も強い人になりたいんだと思う」

「リリーちゃんだっけ。そうは言うけど……」

　そう言えば指輪についていくつか疑問があったことをディアナは思い出した。

「わたしはこの剣を振るうに値する人間になりたいの」

　ああ、そうか。ディアナは突然何かと何かが繋がったような感覚に襲われた。

「読んだのね。最初にあった物語を」

「うん。ユナイテッドさんとルーテクスに行ったときに。それから多分だけど……」ルクスはそれ以上言おうとしなかった。




　楽しく食事を終えた後、子ども達はレイを先頭にまだ残ってる雪で遊びに出かけてしまった。二足のスキーと一台のそりを持って。

「さてと、静かになったことだし」

　ユナイテッドは宝石で出来た杖を示した。

「ずっと考えたんだけど……この杖、もしかしたら」

　彼女が何を言おうとしているのかディアナはゆっくりと読み取ろうとした。テイルはじっとしていた。

「最初にあった物語に出てくる三つの宝珠と同じものかも知れない。彼女たちを遙か彼方へ導いたあの宝珠と」

「まさか！」

　先に反応したのはテイルだった。

「そうだとしたら、君たちは……」

「そう。私たちもまた果ての地に帰還しないといけないのかも知れない。考えても見て。リズリア-レヴィーク-ライアが未解読魔法だって事を。クリーム＝コーデリアが最初にそれを唱えたとき既に彼女の手にはこの杖があった。だけどそれをどこで手に入れたのか何て誰も知らない」

「グレートブランクで失われたんじゃないのか」

「それは違うと思う」ディアナが言った。「ユナイテッドがこの杖を見つけた場所を思い出して。これは明らかに歴史の鎖から外れて封印されていた」テイルは何も言えなかった。

「もう宝珠はどこにもないんだろうけど……」マリン＝クラウディアが全てを喪失させしめた。「そうだとしてもまだこの杖が……」今ではもう自由に行き来できる循環海流の中の森で。「私たちを待ってるのよ。まだ何かが」

　ユナイテッドは指輪をはめている方の手、左手で杖を持ってそれをテイルとディアナに順番に向けた。光が起きた。何かが辺りを覆い尽くす。

「これは……？」

「何、何が見えるの？　眩しくて何も見えない」光の洪水の中、ディアナが言った。分かるのはガラスの指輪と鏡の指輪が両方光を覚えていることだけ。

「ディアナ、大丈夫？」自分が大丈夫じゃないことも無視してユナイテッドが言った。

「そっちこそ……あたしは指輪を外せないから……」

「これは指輪だ！」テイルの声が響いた。

「何言ってるの」光ってるのは指輪に決まってる。

「そうだ、光が指輪の形になっている！」

　テイルがそう言った瞬間、辺りを埋め尽くしていた光は急速に収り、彼の左手に収った。白い光が指輪の形をして彼の手にはまっていた。質感を確かめようと手で触れるが自分の中指の感触がするばかりだった。




　いつまでこうしているんだろう。言いしれぬ感覚。やっと、手に入った。そんな感じがした。自分の中にあった喪失感を埋め合わせてくれるもの。もう一度立ち上がろう。どこかで普通であることを追い求め、そしてワンダーを放棄しつつあったあたし。でも「そんなことは出来ない」うつむき加減で言った。「やっぱり、あたしには立ち止まっていること何て出来ない。行こう、ユナイテッド。テイル。南の果て。混沌でも四精霊でもないものが待っている彼の地へ。未だ忘却すらされない発見以前の地へ」

「行くならルクスも連れて行くことね。これからの旅を一番望んでるのはルクスだと思う」

　月が沈んだ頃に子ども達は帰ってきた。それからルクスはすぐについて行くと言い、レイは家に残ると言った。リリーはレイと一緒にいるとも。




　彼女たちは潮風を浴びていた。月のなくなった夜、星がよく見えた。港には大きな船が遠方の灯台の灯りに象られていた。

「この船、羽根がついてる」見送りについてきたレイが言った。

「そう。羽根がついてるの。空を飛ぶより早いの」

「へえ、リリーは何でも知ってるんだね」

　ディアナは聞きながらすっかり仲良しさんだねと思った。それから、誰もいなくて、波も打ち寄せない港でしばらく語り合い、身体が冷えてきたと言うことで別れを告げ、ディアナとユナイテッドとルクスとテイルは船に乗り込んだ。サーニフから、エルを経由して南下するコースを彼女たちは選んだ。指輪は今は輝いていなかった。

「こんなあっさりした出発でいいのかな」

　ユナイテッドの意志で動く木造の大型船の船室でディアナは誰に言うとではなく口にした。船を動かしている彼女以外の全員がそこにいた。

「僕もまだ実感が沸かないな。この指輪、港でみたこの船の姿、そして今。全部現実なんだろうか。何か悪い夢でも見てるんじゃないだろうか」

「わたし、夜なのに全然眠くない」

　ルクスの言葉にその場の全員がはっとした。

「明日がある。もう寝ないと。さあ、談話室から移動しましょう」

「わたしが案内する」

　ルクスを先頭にあまり揺れない船内を歩き、ユナイテッドにおやすみを言ってからベッドの置かれたアルコーブに入りディアナとルクスは同じベッドで、テイルはその上の段で眠りについた。ディアナが目覚めたのは日が天頂に達してからで、既に他の二人は目覚めた後だった。




　静かな海だった。丸窓から覗くと空と海とが一体化した光景が広がり、遠くに陸地がかすかに見え隠れする。彼女はしばらくその光景を楽しんだのち、部屋を出てホールに向かった。揺れのない船内は足の不自由な彼女にとっても歩きやすかった。ホールにはユナイテッドとテイルがいた。

「ルクスは？」

「お勉強中。元々お母さんと話したらすぐにまたこの船で帰るつもりだったの。何の本を読んでるのかって？　グレートブランク以前の本よ。ルクスはあの大空位時代を埋めようとしている。その混沌とした時代に行われていた人々の営みを明らかにしようとしている。過去と現在を結びつける接点を見つけようとしている」

　ディアナはしばらく沈黙した。ようやく突き出した手は銀の手だった。

「でも混沌なのはあたし」

「過去と現在。二人は最初から一人だった」

　ディアナとユナイテッドの言葉が重なった。瞬間、三人の身に着けている指輪が光り輝き、壁に光の地図を生み出した。窓から射しこむ太陽の光は鏡の指輪で反射され、ガラスの指輪はその光を受け取り、幻影の指輪はそれ自身が光を、そして二つの光が合わさることで一つの大きな像を生み出していた。

「これは海ね」ユナイテッドが言った。

「何もない海。でも……」テイルが壁の下の方を指差した。

「これは……」ディアナは言葉に窮した。喉から出かかっている言葉がどうしても実体をなさない。

「確かな事はこの方向、進路を南にとれば何かがあるってこと。ともかく行ってみましょう」

　ユナイテッドは鏡の指輪を身につけているのとは逆の手で、宝石で出来た杖を振るった。それを受けて、指輪たちの作る映像が変化した。

「え……」

　全員が息をのんだ。かつてあったと言われる、そう、失われることのない、彼女たちのイメージ。翼を持った女性たち。最初にあった物語で語られ、そして今でもなおクラウディア記念公園やライクヴァ諸島で見ることのできる、マリン＝クラウディアの姿。大空を舞い、月光を背に受けて、風と共に歩むことの出来る、そんな彼女たち。

「まさか！？」

　ユナイテッドはやっと言葉を口にした。その場にあった静寂はようやく収まった。三人は自分たちが息を喘いでいることに気づいた。

「そうだ……間違いない……」

　ユナイテッドはうわ言のように何かを言いだした。

「最初、クリーム＝コーデリアはこの杖を自分で作ったんだと思っていた」

「レヴァーディアのように」テイルが付け加えた。ディアナは黙ったままだった。

「そう。でもそれは違ったんだと思う。彼女もこれを見出したのよ」

　ディアナはやっと言葉を覚えた。

「ユナイテッド。それって……そういうこと？」

「過去を知る由もないと結論するのは簡単だけど、げんに過去が私たちの手にある以上知らない訳にもいかないでしょう。私たちはとんでもない旅の渦中にいるのかもしれない」




　ルクスは開いた本をゆっくりと読み進めていた。というのも歴史的な整合性を確かめるために複数の書物を同時にやっているからだ。グレートブランク以前は半年間のホームステイで大体を補うことが出来た。おおよそにおいてちゃんとした記録があるので宗教戦争等の部分はともかく全体を構成するのは簡単だった。しかしグレートブランクに踏み込むと問題は一気に複雑化した。年代が全くと言っていいほど存在しないのだ。だからある出来事があったとして、それに付随する出来事を追って行っても、それが果して前にあったのか後にあったのかは結局その他の書物との整合性から埋めていくしかない。そうやって、そうただでさえ少ないその時代のものから、その時代の全体像を見出すのは困難を極めた。

「だけど、エコー＝クラウディアだって」

　わたしと同じくらいなのに最初にあった物語を完成させたんだ。出来ないことなんてないんだ。

「この船の中にある本棚がわたしの全てなんだ」

　歴史図書館では結局グレートブランク時代の書物は何一つ見いだせなかった。船で世界中をめぐって各地の伝承や記録を懸命に見出したものをここにまとめてある。話が伝播していく過程や、あるいは時代ごとの星図の変化、いろいろとあって面白い。

「さあ、もっと」

　ルクスは深呼吸した。そして吐き出すように言った。

「失われた真実を蘇らせるの」




　ルクスのいる船内の小部屋の、机向かって右側の壁、ベッドの反対側にはペンで大きな年表が書かれていた。彼女が書いたグレートブランク時代のものだ。ユナイテッドが名前を変えた時点を零年として、そこから引いていく形で描かれた表。彼女の母が生まれ、そして養子に引き取られたのがその三十五年前。その前年にディアナの養母は亡くなっていた。さらにディアナが最初の旅に使った船を作るための技術はそれほど新しいものではないと明らかになったり、いつかは不明だが数百年前に新しい神話が突然発生しただでさえ混沌とした時代をさらなる混乱に誘ったりしていた。

「わたしはこれを解き明かしてるんだ」

　その前に立ち、今読んだ物語と似通った物語が採集された場所に手をかざしながら言った。

「これは今から三百年前。それじゃあ他との辻褄を合わせるならどこ？　シーファ災厄が基になってる崩壊の物語。それはどうやって派生していく？　似通った物語は同時的に生まれている。特徴から考えるの。こんな話を必要としたのはどの時代のどの地域？」

　ルクスはそう言いながら、百五十年前のカールソラーナにその伝承の発生を記した。




　レヴァーディアの光が目に入った。その剣の刀身はどれだけ長い年月を経ても輝きを失うことなく、既に夜になってしまった海がいたずらにはね返す月光を受けて彼女に語りかけていた。

「そういえばお腹がすいたな」ルクスはやっと今日目覚めてから何も食べていないことに気づいた。彼女は小走り気味に部屋を出るとホールに向かった。

「そう言えばプラナはあんな大きな剣を振るい回してたらしいね」

　ホールへのドアを開け、そう言った。全員が既に集まっていて食事の用意も終わっていたようだった。

「ルクス、ちょうどよかった。呼びに行こうと思っていたのよ」

「ユナイテッド、そこまで面倒見なくていいよ」ディアナが言った。

　ルクスは笑顔を見せ、それから手前の椅子に座り込んだ。

「これは母さんが作ったのね」

「そう。まあこの辺の海域で釣ったのは父さんだけど」

「食べられる魚を釣ったつもりだよ。多分だけど」

　彼女たちは白身魚のスープと、浮き草を材料に作ったパンとを食べた。ルクスはパンにチョコレートを塗り、何とも言えない風味をごまかした。

「天気は大丈夫？」

「荒れる兆候はなかったよ。今晩はゆっくり眠って大丈夫だと思う」

　テイルの言葉を聞いてわたしは今日は眠らないんだなとルクスは思った。

「さ、星でも見に行きましょう」

　ユナイテッドはそう言い、全員を甲板に向かわせた。




　沢山の光が散らばった満点の夜空。身体の都合でそう簡単には横になれないディアナを除いた全員が寝転がってのんびりと夜空を眺めてた。まだ陸地から離れて日が浅いが、既に見える星空の風景は様変わりしていた。

「ディストもライラも見えない」ルクスが言った。「こんな空を見て人はどんな物語を想像するの。わたしは……」

　ルクスの中に何かが生まれかけた。そう、わたしは……。何でだろう。待っていられない。彼女は立ち上がると階段を駆け下りて船内に戻っていった。夢中になっていて誰の声も聞こえない。部屋に入るとレヴァーディアを手に取る。確かにこれは重たい剣だ。だけど今なら。彼女は片手でそれを持ち上げた。確かにそれは持つことが出来た。振り下ろす。風を切る刃。わたしはレヴァーディアを使えるんだ。プラナが言っているようなこつがあるというそれ。彼女は剣を振るった。何かが見えるような気がした。物語。神話。それを糧に生きる人々。人間が生きる意味。人間が生きた歴史。全てがこの輝きに集約されている。ああ、そうだ。グレートブランクが意味するのは。

「クラウディアの喪失！」

　ルクスは叫んだ。

「違う、いなくなったのはコーデリア家じゃない。彼女は既に帰ってきてる！　だけどまだ、もう一人いない！」

　そうだとするとさらにルーンの不在も問題になる、当然のようにその考えが思い浮かんだ。どれだけの長い年月を経ても誰も超えられなかったという伝説の天才。

「そうだ……わたしは……」

「ならないと……もっと強く……」

　剣を持ったまま、うつろな瞳を携えてふらふらと窓辺に向かった。夜の窓からはもう月明かりも射し込んでこない。暗い部屋と闇の世界が一つに繋がり、彼女は海の向こうを見ることが出来た。




「これは卵よ」

　指輪が生み出す映像を見たルクスは言った。

「そう、南の果てに待っているのは……」

　何でだろう。言いながら本で読んだだけのルーンが喋っているような感じがした。そう、彼女のように強くなろうと誓ってから見えたもの。

「ルクス？」ディアナが言った。「一体どれだけのものが……」

「最果てへの旅路、か」成長するに決まってるよねとユナイテッドは言えなかった。

「虚無。そう、グレートブランク全てを意味する文字通りの虚無の卵」

　ルクスの言葉を聞いて、ディアナは急速に視界がクリアになっていった。そうだ、北の果てには神話に語られる混沌が。東の果てには四精霊の住まう地が。南の果てには虚無の卵があたしを待っていた。そして西の果てには。

「死があたしを待っている」呟くように言った。だけど、ようやく自分が何をしようとしているのかが分かった気がした。デストレイル。死に至る生と言う名の小道。あたしはそこをずっと進んでいるんだ。







　レイは最初は人形と遊んでばかりいるリリーに戸惑った。しかし、人形のリリーに話しかけると上手くいくことに気づいてそれからは二人で楽しく遊ぶことが出来た。食事は一日二回と決めた。それからお金はあまりないので改題に行く回数は控え、春先に取れる越冬果をいくらか丘で見つけてきては料理して食べることにした。

「それでリリーは？」

　リリーはしばらく黙ってから口を開いた。

「レイ。やっと」彼女はすうとため息を吐いた。「リリーは人と話せるようになった」

　レイは最初意味が分からなかった。

「何でだろう。こんな気持ちになるのは初めてなんだ。きっとリリーは怖かったんだ。人と直接触れ合うことが」

「まだ一緒に暮らして少ししか経たないのにそんなに……」レイは言った。

「違う。ルクスから色々聞いてた」

「これが嬉しいって気持ちなんだ」

　まだ春先の寒さがあり、暖炉がぱちぱちと音を立てていた。

「ゆっくり歩めばいい。ユナイテッドさんはそうリリーに言ってたけど」リリーはまた息をついた。「本当にゆっくりでいいんだってやっと思えるようになった。何を焦っていたんだろう」

「僕は……」レイは何か引っかかるものを感じた。そう、自分にも何かあるのではないか。でも何が。自分が成り立っているそれ自体。自分がいる所以。サクリファイス。

「お兄ちゃん……」レイはやっとそれに気づいた。ずっと、どれだけ長い間それに対して盲目だっただろう。サクリファイス＝トレイシー。生まれてくることが出来ないというのはどんなものなんだろう。

「ずっと考えないようにしてたのは僕もだ。リリーにお父さんとお母さんがいないように僕にもお兄ちゃんがいないんだ」

「死んでしまうのは寂しいよ」

「そうだね……リリーも、うん」







　もう何日進んだのか分からない。最低限に抑えられた食事。指輪の光を頼りに進み、もうどこにいるのかもよく分からない。ただルクスだけはどんどん新しい物語が思いつくと張り切っていた。既に彼女の部屋にある年表は大部分が埋まっていた。そう、終点である帰真歴4397年までたどり着いたのだ。シーファ災厄とライア＝コーデリア殺害。そう、それから始まるコーデリア家の権力闘争。元々男性嫌いが災いして敵が多かったライアがいなくなったと言うことで、半ば威圧的な統治を行っていたその時代の体制はあっという間に崩れ、さらに悪いことにエーノが翼を持った女性が現れたと発表。ケイス大学では反コーデリア派が力を持ち、挙げ句コーデリア本家を占拠。

「しかもそれ自体が脈絡のない行動に支配されいる」

　ルクスはレヴァーディアを握っていた。

「そう、それは……クラウディアの喪失。失われたのはまさしくそれ」

「ねえ、エルファース。あなたもそう思うんでしょう」




　ディアナとユナイテッドとテイルは月も星も照らさない夜の暗がりの中にいた。ただそこにあるのは三つの指輪の光だけだった。しかし、その光すらその先にあるものに吸われ、消えていた。

「さあ、ここまで来たわ」

　ディアナが言った。

「ねえ、あなたは何なの」

　ユナイテッドが言った。

「さあ、その姿を見せてくれ」

　テイルが言った。

　しかしそれは沈黙したままだった。

　ユナイテッドはしばらく黙った後、やっと一歩前に進むと宝石で出来た杖をそれに向けた。

「私はまさかと思った」彼女は杖を向けたまま言った。「これは人間の作った杖じゃない。クリーム＝コーデリアもそうだった。最初にあった物語に語られるあの三人。彼女は自分がそうだと知っていた。この杖が人間のそれじゃないと、この杖がもたらす歴史上の因果が人間がそれ自身で見いだすそれじゃないと知っていたから。だからクリームはその後この杖を封印した。そう、これは……」

　ユナイテッドはもう一歩前に進み、杖を振るいあげた。彼女の身に着けている鏡の指輪がいっそう眩しく輝いた。しかしディアナはむしろ虚無の卵の方が激しく輝いているような感覚に襲われた。

「これは……全てを等しく評価する……」

　ディアナは虚無の卵に向けて銀の手を伸ばした。

「調停する杖イフィトラスディア」

　ユナイテッドは杖を振るい下ろした。卵は音も立てずに割れた。

「あ……」眩い光の中で彼女は言った。

「あ……」

「手が……銀の手が……」

「消えた……」

　存在しない左手と右手とで彼女は自分の胸を抱いた。ユナイテッドが向き直ると、テイルが後ろからそっとディアナを抱きしめていた。


デストレイル




　ぽちゃり。投げ込んだ小石が海に落ち、波紋を描いた。眼前には巨大な月が輝き、背後には森が広がっていた。また水面に波紋が生まれる。浜辺にいる老婆は片腕だけでその動作をしていた。もう一度小石を投げ込む。波によって削られた丸い石だ。何度もそうやっていた。

「ゆっくりと……そう、ゆっくりと……」

　年老いて尚彼女ははっきりとした声で言った。

「ゆっくりでいい……今更急ぐことは何もない」

　右手には未だにガラスの指輪があった。しかしそれは輝きを既に失っていた。もうこれがあたしを導くことはない。夜の海に浮かぶ月。石を投げ込む度にそれが揺らぎ、彼女の中を音で満たした。

「そう。まだあたしはここにいる。この音を聞いている。この海を見つめている」

　でも何でだろう。

「いっそ飛び込んでしまえばいいのに」

　彼女は不意にその考えに抱きしめられた。でも、まだだ。まだそれは出来ない。そう、本当に後一歩だけ……。







　彼女は絵画の前に立っていた。そう、一番最初の冒険の仲間を描いたもの。ディアナとジェネとルージュとユナイテッド。もうこの三人はどこにもいない。そのことが彼女にとてつもない喪失感を与えた。どれだけのことを彼らと話せただろう。どれだけのことを果たせただろう。ああ、あたしは混沌なのに。死を飲み込むことが出来なかった。それだけはどうしても出来なかった。彼女は右手をそれに向けた。銀の瞳にその光景が反射する。そして手を引く。傍らにいつの間にかレイがいた。年老いた彼女には介護が必要だろうとレイとリリー、それに息子のジャンは彼女と一緒に暮らしていた。ジャンは好奇心旺盛でいつも色々なことをしていた。

「そういえば」

　レイが話始めた。

「ルクスは今頃どうしてるのかな」

　ディアナは絵から視線をそらし、息子の方を向いた。

「元気だって。この前の手紙によるとそろそろ帰ってくるつもりらしいけど。父さんが心配だって」

　レイの横顔を見つめながら彼女は自分は息子と娘を立派に育て上げた、あたしはちゃんと出来る限りのことをしたと思った。

「そうだ、父さんの様子は？」

「大丈夫。今日は食事もちゃんと取った」

　そう、よかった。と言う返事は何故か出来ず、沈黙がその場を支配した。ディアナは元々ルクスが使っていた部屋に向かった。鍵のかかっていないドアを開ける。部屋の中には何もなく、閉じられた窓と古びたカーテンがまず目に入る。そこから射し込む日光は木の床を四角く照らしていた。それから向かって右側の壁一面にルクスが導き出した事柄が黒いインクで書き留められていた。彼女は小さな身体でこれを、この歴史上における大偉業、グレートブランクを埋めるという作業を成し遂げたのだった。その記述は現在を出発点として過去に向かいながら、しかし所々で時間を逆行する様にして、書かれていた。すなわち明確な始まりが存在せず、左から上へ、上から右へ、右から下へ、下から左へと全体で円をなすような構造によって成り立っていた。そしてその中心にこう書かれていた。

「彼女が帰ってきた」

　その横にはルクス自身が描いた翼を持った女性の上半身があった。

「ルクスも立派にやった」

　でも何でだろう。まだやり残したことがあるような気がする。今のままではいけないのだ。







　ここに来るのは初めてだった。ジェネのいる場所。ガドールの町外れの小高い丘の上。眼下に集団墓地と森林公園が広がり、この場所特有の風が、そう、潮風と陸からの風が混じり合う場所。長い間見ることをどこかで拒絶していた。ずっと前。

「あたしが最初に愛したのはあんただったんだよ」

　やっと、ようやく言えたな、と思った。言葉にしてしまうと嘘になるような気がして怖かったのだ。

「それにしても眠るにはいい場所ね」彼女は言いながら墓に持ってきた花輪をかけてあげようとした。既に一つ、花輪がかけられていた。それに目が行く。それには手紙が挟まっていた。雨に濡れたようでよれているそれを彼女は何となく手に取った。封筒にはローナミアの絵が刻まれ、封にはコーデリアの名前が書かれていた。

「これはユナイテッドが……？」

　裏を返すと宛名にはディアナ＝トレイシーとある。彼女は花輪をかけてから座り込むと封を切り、手紙を取り出した。風がひときわ強く吹き荒れた。

「そうか……ユナイテッドはもう……」

　小さなかわいらしい文字が目に飛び込んでくる。その一文一文がある事実を演繹していた。

「これであたしだけになっちゃうな。とうとうあたし一人に」

　最後まで読み終え、彼女の居場所に目をやるとディアナは立ち上がった。

「行こう、ユナイテッドの所に」







　彼女は今日の分の研究を終え、部屋から出ると鍵をかけた。魔法の鍵だ。それからプレートを在室中から裏返して外出中に変え、廊下を階段に向けて歩き始めた。時折自分のスカートが邪魔して転びそうになる。慣れない格好はするものじゃないなと思った。階段の踊り場に空洞があり、そこに鳥の巣がある。鳩だ。もう既に家に帰ってきているその鳥に餌をやっている人がいた。彼女は何となく彼に話しかけようとした。

「こんばんは」

　彼の方から先に話しかけられる。

「こんばんは。晩ご飯どうしようかな」

「俺はこれから食堂に向かうけどどうだい。ルクスとは是非一度話したいと思っていたんだ」

「光栄ね。そうそう」彼女は言いながら上着のポケットに手を突っ込みパン屑を取り出した。「何でも持ってあるくものね。さあお食べ」それを鳩に差し出し、餌付けしてから彼女は再び階段を下り始めた。彼もまた後をついてきた。




　丁度時間が時間と言うこともあり食堂は混み合っていた。喧騒がかえって食欲をそそる。立ったまま食堂の中で待ち続け、結局二階の席を紹介される。相席だった。彼女が入るとすぐにルクスが来たと理解された。

「わたしってそんなに有名なの？」

「勿論。今日は俺のおごりでいいよ。みんな何食べる？」

　メニューを言い合い、早速注文を取り、彼女はしばらく全員の顔を見合わせた。

「やっぱり何か……」

　ルクスの頼んだ最初にシチューが最初に届いたので小皿に取り分けながら言った。

「何か、嫌な予感がする。食事中にこんなこと言うべきじゃないけど」

　皆もやはり何か雰囲気的なものを感じているらしかった。何とか笑顔で取り繕い、彼女たちはゆっくりと食事を始めた。

「ともかく今を楽しまないと」彼女の向かいに座っている女が言った。

「そうそう、ルクスさんは今何をやってるんで？」

「特に何もやってない。どうも身が入らなくて」

「身体の調子が優れないとか？」

「顔色悪いよ」

　言葉が続いた。彼女はしばらく考え、シチューの入った皿を空にして他の人が注文したパスタを取り、それからようやく答えた。

「やっぱりそう見える？　わたしはそんなつもりないんだけど」

　それからルクスは言った。

「きっと愛が足りないのよ」

　言ってから全員が笑顔に包まれた。




　その知らせは急に飛び込んできた。食事をそろそろ終えようか追加の注文をしようか迷っている時のことだった。誰かが大声で叫んでいた。ルクスは最初言っている意味が理解出来なかった。次に自分の理性が言葉を解釈するのを拒絶しているんだと気づいた。それから自分の左手に目をやった。もう一人の自分の姿が見える。そうだ。これを貰ったんだ。そうだ。

「ユナイテッド＝コーデリアが倒れた」その指輪に映る自分自身の姿を見ながら彼女はやっと口にした。

　晩年のユナイテッドはコーデリア本家を離れて活動することが多かった。最近はもっぱらカトルラ運河の跡地にいるようだった。やはり何か感じるものがあるのだろう。洪水で崩壊した場所。今はもう海に呑まれてしまった場所。ルクスは急ぎ外に出て、馬車の所まで走った。既に何人かがそうしていたようで、臨時の馬車が出る寸前だった。彼女は制止する言葉も聞かずに無理矢理飛び込んだ。人数オーバーで座ることが出来なかったがルクスは気にせず立ったままでいた。







　私はディアナじゃない。どこかでそう思っていたのは死に塗れた自分が恐ろしいから。そう、何時か死ぬという決定的な事実からの逃避。彼女は壁に掛けられた宝石の杖に目をやった。

「調停する杖イフィトラスディア。クリーム＝コーデリアが見いだした人間以外のものの杖。そう、調停するの。全てを等しく。そう、等しく死が訪れる」

　その前では皆が平等だ。誰も逆らえない。

「私はその場所に至ることが出来るのだろうか」

　あれ以来身体の不自由を年齢の所為にするのはやめたがやはりどうしても身体は思うようには動かない。

「もう少しで私は……。何かを残せるんだろうか……。この世界に私の生きた証を……ユナイテッド＝コーデリアとしてではなくて私自身のものを」

　彼女は沈黙した。グレートブランクによる大混乱を沈めた。それは私がやったことだ。だけどそれ自体を云々したのはむしろルクス。

「……そう言えばルクスに」

　そうだ、ルクスにそれを教えたのは私だ。

「ディアナ、ありがとう。私はちゃんと残せたみたいだよ」

　急激に何かがこみ上げてくる。あれ、なんで泣いてるんだろう。全然悲しくなんかないのに。大丈夫。そう、大丈夫だから。







　完成した茶色い表紙の本を片手に彼は船に乗っていた。ディアナが完成させた本。テイルズワンダー。果てへの旅路を叙事詩的に描いたその自伝はやがて後生にその凄惨な人生を伝えるようになるだろう。しかし彼女はそれだけでは満足せず次の本の執筆に取りかかっていた。結局ディアナを置いてテイルだけが船に乗り、それを持ってルーテクスに向かうことになった。その日は晴れ渡っており、彼は甲板で時折羽根を安めにやってくる海鳥たちの相手をしながら本のページを捲っていた。小さな文字が、しかし黒インクではなく赤インクで刻まれている。書きながら彼女が言っていた言葉を思い出す。

「これはあたしの血だ。あたしの精はこの中を流れなくてはいけない」

　その通りだった。何かに、文字通り何かに立ち向かおうとしている彼女の生き方が脈々とそれには現れていた。テイルズワンダー。驚異への挑戦。青臭い生き方ではなくてもっと本質的な、混沌として生きる事への固執。この混迷した世の中で尚、自分自身という存在をあくまでも明らかにしようと足掻いた女性の軌跡。

「ディアナ……君はどうあろうとしているんだい」

　長い年月を彼女と共にしてきた。彼女が左手を壊したときに介抱したのが始まりだった。今では素敵な出会い方だったと思える。いかにも彼女らしい。それからユナイテッド＝コーデリアの家で義手と義足を付けて貰うとき。カトルラで事故に遭い、その後療養のためにコーデリア本家にいると知り慌てて駆けつけたのを思い出す。ただでさえ白い肌が余計に青ざめているにもかかわらず、ディアナは生気に溢れていた。銀の手と銀の足。彼は無言で彼女の手を取り、そっと引いた。

「ほら」

「ありがとう。あたしはようやく自分で立てるようになった」

　潮風に流されたのか、またもやカモメが一羽彼の所に来ていた。テイルは彼に上手く合図をして本を持っているのとは反対の手に乗せ、しばらく彼とお話をした。







　ぽちゃり。また、石が水面に波紋を描いた。彼女は満月を目の前に、座り込んだままでライクヴァ諸島西端の島で、夜の闇により藍色に染まった海へ、海と一体化した藍色の空へ、そして月の放つ銀色の帯に向けて石を投げ込んでいた。

「テイルはまだ生きている」

　ふと、そんな言葉が出た。それは闇に波紋を起こした。

「ユナイテッドはもういない。次はあたしの番。そのはずだった」

　彼女は息をついた。

「でも、テイルはまだ生きている」

　また、水面に波紋が生まれた。彼女は冬の寒空の、近い月を見据え、その銀色の瞳を照らした。







　ディアナたち一家とユナイテッド。彼女たちはミークス大陸のスラス火山麓にある小さな集落に来ていた。水はけの悪い荒野で何とか食物を育て生計を立てているそこにはディアナの育った家があった。

「ずっと、近づかないようにしてた」ここに来るように説得したユナイテッドに向けてディアナは言った。

「でも」

　言いながらテイルは手を取った。

「そう。今なら……今だからこそ……。あたしの家はあっちよ」彼女は指輪のある手で指さした。

　整備されていない家は既に半ば朽ち果てていた。壁には穴が空き、雨水に晒された屋根は腐っていた。土台は崩れ、ところどころが基礎部分から完全になくなっていた。何でこうなるまで放っておくことが出来たんだろう。

「今から弔ってあげるから」彼女はそっと呟いた。「ユナイテッド、お願い」ディアナは言った。ユナイテッドは調停する杖イフィトラスディアを手にし、魔法を放った。生まれた火の玉はあっという間にディアナの家を燃やし尽くした。村はずれの小さな家はこうしてなくなった。

　それからテイルが持ってきたクリスタル製の墓標をそこに据えた。太陽の光を受けてそれは焼け跡に輝いた。テイルは一歩下がった。ディアナとルクスはそれの前に立った。墓碑銘はルクスが考えたものだった。

『ディアナのグレートブランク』

　彼女はそれを前にして、手を胸に当てた。そして目を閉じる。もうお兄ちゃんを殺した両手はない。あるのは父さんを殺した右手だけ。それじゃああの鮮血を受けた壁は？　それは燃え尽きてしまった。もう何もない。縛るような過去は何もない。だけど。そうやって義理の家族を動かなくしたのは……。ここをなくしてしまったのは……。それからふと、クリスタルの輝きが目に入る。青白いその光は彼女の心に何か一筋の道筋を与えた。混沌とする心の中。全ての中で自分が混沌としてどうあるのか。

「あたしは決めたんだ」そう、あたしは混沌であると決めた。彼女は息を吐き出し、大きく吸い、また口にした。

「あたしが殺したんだ」

　ただ、光が彼女を捉えて放さなかった。指輪は静かに光を失っていった。







　ユナイテッドは静かに胸を上下させて眠っていた。周りには沢山の人がいて、彼女のベッドの周りに輪を描いていた。ルクスは一番彼女の顔に近い位置にいた。ルクスは指輪とユナイテッドの顔とを交互に見つめた。

「ありがとう。わたしの決心を後押ししてくれて」彼女は左手でユナイテッドの額を撫でた。反応があったような気がした。

「わたしはユナイテッドさんがいるからここまで来れた。一人じゃ出来なかった」

　ルクスはユナイテッドがまぶたを持ち上げようとしているような気がした。ルクスは何も言わず、彼女を見つめ続けた。

「ん……」

　ゆっくりと、ユナイテッドが目を開けた。皆が沈黙のまま見守り続けてからどれだけの時間が経ったのか分からない。

「私ももうダメみたいだね」なるべく元気に見せかけようと取り繕ったようなしゃべり方だった。看護の人が慌てて汗を拭いた。

「無理に喋らないで」

「お願い、ディアナを呼んで。ルクス……顔をよく見せて」

「私、どうして子どもを作らなかったんだろうね。ルクス……あなたは私の子どもでもあるのよ。ねえ……ああ、みんな、みんながここにいる」

　ルクスは何かこみ上げてくるものと一緒に言葉を吐き出した。

「お願い、もう喋らないで。死んじゃ嫌だ」

　ドアが音を立てて開いた。全員が、ユナイテッドを含む全員がその方を向いた。ブロンドの髪に小さく整った顔。年老いて尚衰えない美しい銀の瞳に隻腕で右足が義足。黒いブラウスと黒いスカートを纏った彼女。ディアナは片手で、ユナイテッドが作った大聖堂に通じる扉を押し開いたのだった。鐘が鳴った。この聖堂にある、邪悪なものを払う鐘の音だ。

「悪い精霊に取り入られると困るから」ディアナは口を開いた。

「久しぶりね。ユナイテッド。何とか間に合ったよ」

　彼女は、ユナイテッドは何も言えなかった。まさかこんなことが。本当にあの時残しておいた手紙だけで彼女に会えるとは。

「どうやら私が先に逝くみたい」

「そうみたいね」ディアナはルクスが持ってきた丸椅子に座り、右手を布団の上からユナイテッドのお腹に当てた。

「さっきルクスと話してたの。何で子どもを作らなかったんだろうって。私はきっと怖かったんだと思う。そう。死に瀕してるから分かる」

「産むと言うことは死を与えると言うこと」二人の言葉は重なった。

「ディアナは、死に塗れてるよね」

　ユナイテッドはあえいだ。その場にいる全員が何も言わずに見守った。彼女は何とか息を整えるとまた続けた。

「ルクスは立派に育った。私は自分の子どもをそこまで出来たかどうか分からない。でも、ね。ルクスは……」

「そうね。二人で育てたんだよね」ディアナは優しく言った。

「ところでテイルは？」

　ディアナは答えなかった。

「ね。ルクス。私のが終わったらお父さんの所に行ってあげなさい。私からのお願い」

　ルクスはしばらくユナイテッドと見つめ合い、それから頷いた。

「それからディアナ……。最後にあなたと会えて本当によかった。これで私は……」

　ディアナは何も言わず、ユナイテッドの身体に抱きついた。手に力を籠めるほどに彼女が想像以上に弱っていると感じられた。段々と弱まる鼓動。呼吸しても動かない身体。かつて共に最果てを目指した力強い彼女はもういない。







　ルクスは木製の棺を前に立った。ディアナはその反対側で宝石で出来た杖を手にしていた。それからコーデリア本家の再建に尽力した彼女の仲間達、資産家であるジェネの家計に学者であるルージュの家計、ルーテクス大学の人たち、ケイス大学の人たち、それから各地の代表者が何名も立ち並んでいた。ルクスはユナイテッドに一礼してから、聴衆のいる後ろを向いた。

「わたしはこの場所で暮らすことを選びました。かつてここルーテクスに間違いなくいた伝説の女性ルーン＝フィン＝エルファースの記念公園。ここはわたしの母が火を放ち滅ぼしました。でもわたしはその方がよかったと思う。きっとルーンもそれを望んでいた、そんな感じがするのです。この話をユナイテッド＝コーデリアにしたところ、笑顔でこう言われました。『そう思う理由を早く見つけてあげてね』と。わたしはこの場所からグレートブランクが始まる可能性をルーンが予見していたのではないかと思います。だからわたしはここで暮らすことを選んだ。皆さんご存じだと思いますがグレートブランクを埋めた人は二人います。一人がわたし。もう一人が彼女、ユナイテッド＝コーデリアです。ユナイテッドはコーデリア家の不在こそがグレートブランクの原因ではないかと考え、自らが世界を再び統治することを選びました。一方彼女はやはり歴史上の空白だけはいかんともしがたかったのでしょう。わたしにある話を持ちかけました。まだ幼かった私はそんなこと自分に出来るのかと思いました。しかし、わたしがやらなければいけないんです。ディアナ＝トレイシーの娘として生まれ、ユナイテッド＝コーデリアとも関係を持った私にはそれだけの使命があるんです。わたしは、やると決心しました。その歴史上の空白を埋める作業は当然ながら大変でした。でも、わたしを後押ししてくれたのは他でもないユナイテッドさんなんです。彼女無しではわたしはありえないんです」

　ずっとユナイテッドを見つめていたディアナが娘の方を向いた。その隣には遅れてやって来たレイとリリーとジャンがいた。三人はお互いに小さな袋を持っていた。

「わたしはずっと考えてた。わたし何かでいいのかと」

　風が吹いてきた。噴水が吹き出し始め、水の音が辺りに流れ出す。それにびっくりたのか人がいても動じなかった小鳥たちがどこかに逃げ去っていく。

「でも、わたしじゃないとダメなんです。わたしにしかできない」

　彼女は指輪のある方の手、左手を天に掲げた。鏡の指輪は太陽の光を反射し、その場にいる全ての人に光を届けた。

「わたしになら渡せると言ってこの指輪をわたしにくれました。あの決心をした日に。わたしだけじゃグレートブランクは終わらせることが出来なかった。わたしがわたしのままじゃそれは終わらなかった」

　ルクスは手を下ろし、それから振り返って一歩前に進み、ユナイテッドの方を向いた。小さな声でこれからはユナイテッドさんのために話すからといい、彼女の亡骸をじっと見つめ、言葉を続けた。

「わたしが……わたしがクラウディアになる。ルクス＝クラウディア。そうさせてくれて本当にありがとう。わたしはここで鳥たちと戯れて生きることが出来るようになった。色んな物語と一緒に、みんなと一緒にいられるようになった」

「リリーも、リリーもだよ」

「そうだね。僕たちみんなが。ここにいるみんなもここにいない人もみんな」

　レイは言い終えてから手に持っている袋を開け中かポップコーンを取り出し、辺りに蒔いた。

「さあ、鳥たちと一緒にこの広い大空に還ろう」

　ルクスはディアナの方を向いた。彼女はそれに気づくと杖を棺桶の中に入れた。

「調停する杖イフィトラスディアか……」不思議と、母と娘の言葉は同じだった。

「母さんはどう思う？」

「きっと……」ディアナは口ごもった。

「エコー＝クラウディアの書いた通りよ。これは全てに等しい調停を与えるの」

　レイたち三人はユナイテッドの棺にポップコーンを入れてから、赤い花を一輪ずつ入れた。ルクスはレイの方をちらと見てから胸ポケットに差し込んであったローナミアを取り出し、入れた。それからその場にいる全員が順番にそれにならった。段々と人を恐れない鳥たちがそこに集まってきた。

「これだけいれば寂しくないわね」ディアナが言った。

「うん。本当に、よかった」

　ディアナはそれから近くにあるルクスの小屋に影に向かい、俯きがちで言った。

「次はあたしの番か……」







　ぽちゃり。また小石が海に落ちた。月は大分下がってきていて、海面すれすれにあった。よく磨かれた鏡のように、夜の光を反射するそれは、青白い月明かりだけではなくて星の光も大量にはね返していた。

「そうだ、行こう」ディアナは立ち上がった。浜辺を海に向かい歩き、そのまま両足を波に浸す。時々バランスを崩しさらわれそうになるが片方しかない腕で器用にバランスを取る。冬の冷たい水が心地よかった。

「このまま波に呑まれて……」

　言いながら何か違うなと思い、口ごもる。

「違う」彼女は海ではなくて月を見つめた。

「この月は……」

　彼女はそれに見つめられているような気がした。

「そっちに行くよ」

　ディアナは月がある方、ここからずっと西へ、海に向かって歩き始めた。ここは遠浅の海岸で、膝下まで水に浸しながらどんどん進むことが出来た。彼女はずっと空を見続けていた。

「ほら、ディアナ。星が呼んでるわよ」

　彼女はまた一歩進んだ。

「ほら、このまま行けばきっとオーロラだって見える」

　彼女は右手を前に伸ばした。

「ほら、月だってすぐ傍に」

　彼女はまた一歩進んだ。と、突然海は深くなり、彼女は胸の辺りまで沈んだ。

「あたしは月に照らされて光になりたい。そして……海に還ってまた生まれてくるの。今度はこんな影の生き方じゃなくて光として。月のように力強い」

　もう殆ど動かせない身体を尚も彼女は動かした。時折波に襲われて頭の上まで水を浴びる。後一歩だ。彼女は思った。やっと、最後の一歩を踏み出せる。テイルだってそこにいる。ルクスもやって来てくれる。レイも後からきっとやって来る。ユナイテッドは既にその先にいるのかも知れない。みんながそこで待っていてくれる。そうか、そうなんだ。本当によかった。

──ああ、あたしは今とっても幸せだ。あたしは死ぬことが出来るんだ。

　月はやがて沈み、暗い夜の海に星の輝きがきらきらと反射した。波の音はしずかに奏でられ、言葉より多くのことを語った。
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